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1.3.2 中堅職員ＳＷＯＴ分析図

凡　例

記　号 説　明

主従関係

相互関係

矛盾関係

接続記号

（1からの連番）
ｎ

庁外

庁内に関する内容

説　明記　号

庁内

EA策定チームで修正・追記したもの青字

内容が不明確であり、書いた本人に
意図・意味の確認が必要なもの

赤字

市外に関する内容

市内に関する内容

市外

市内

庁外に関する内容



1.3.2-2

中堅会議
活力ある地域住民を支える優秀な職員

SS

WW

充実した住環境のもと強まる地域連携

OO

環境の悪化と市民意識の変化

TT

業務量に比して業務ス

ペースが広い

公共施設が充実している

体育・スポーツ施設が充

実している

公民館が多い

公園が多くある

公園整備が行き届いて
いる

施設は数だけはある

救急医療体制が整備で

きている

病院内のアメニティ環境

の整備が進んでいる
市内の施設が充実する

市域に適度に施設が配
置されている

（消防）分署が多い

広い市域に関らず、支所
を適正に配置している

施設を地域の交流拠点
として利用

西川口はオートレース場
もあり、外部から人がたく
さん集まる場所である

イントラ整備で職員の意
識が高まっている

庁舎内のインフラ整備が
進んでいる

情報が電子化されており、
公開・共有されている

IT化の進展

IT化が進んでいる

設備の充実

施設の充実

庁内

業務量に比して業務ス

ペースが広い

公共施設が充実している

体育・スポーツ施設が充

実している

公民館が多い

公園が多くある

公園整備が行き届いて
いる

施設は数だけはある

救急医療体制が整備で

きている

病院内のアメニティ環境

の整備が進んでいる
市内の施設が充実する

市域に適度に施設が配
置されている

（消防）分署が多い

広い市域に関らず、支所
を適正に配置している

施設を地域の交流拠点
として利用

西川口はオートレース場
もあり、外部から人がたく
さん集まる場所である

イントラ整備で職員の意
識が高まっている

庁舎内のインフラ整備が
進んでいる

情報が電子化されており、
公開・共有されている

IT化の進展

IT化が進んでいる

設備の充実

施設の充実

庁内

充実した都市基盤と好立地環境

都心に近い

都心に近く、住むには便
利

首都圏のベットタウンで
ある

都心から近距離にありな
がら緑（自然）が多い

都心に近い

交通機関の充実

都心に出やすいわりに緑
が多い

鉄道駅が多い

都心へ30分以内で出ら

れる

交通の基盤整備が進ん
でいる

都市を中心にして市の周
囲を外縁するように鉄道、
高速、国道が通っている

交通アクセスが良い

都市部へのアクセス、交
通の便が良い

都心に隣接しているわり
に地価が安い

都心から10km圏内であ

り、都心志向の国民が都
心から居住する上で割安
で、通勤通学に利便性が
あるため、今後も大幅に
人の減る見込みが少なく、
１つの自治体として存在
できる

不動産物価が安い

地価・物価が安い

都市から地方都市に向
けても鉄道、高速、国道
が走っており、生活上
や？？アクセス上のルー
トが充実している

都心が近い割には緑が
多い

市内植木農家とのつな
がりを持てる

緑（公園）が多い

市北東部に開発の余地
がある

緑が多い

広大な敷地（未開発地）
がある

未開発地がある

市内

市域が程よい広さである

駅周辺の開発・整備が進
行している

再開発が進んでいる

駅を中心に基盤整備が
進んでいる

川口駅前の再開発により、
経済効果を上げられるか
もしれない

駅前開発が活発

下水道整備が昔から進
んでいる

水道本管が市内一周し
ており、一ヶ所が遮断さ
れても給水ができる

配水場の整備ができて
おり、水の蓄えが豊富で
ある

区画整理等の基盤整備
ができている

都市基盤の整備が進ん
でおり、今後も基盤施設
に力を入れている

都市基盤が充実

生活環境の整備ができ
ている

道路整備、下水道整備
が着実に進んでいる 下水道未整備地域が団

結を持って整備要望をす
るパワーがある

ポンプ室の数が多い

大型店舗数の増加

比較的新しい建物が多
い

先進的な産業も発達して
いる

伝統的な産業がある

中心市街地が活性化し
ている

産業基盤が発達している

産業が発達

緑化産業の発展

西川口は全国的にも有
名な歓楽街である

市のアピール素材がある

充実した都市基盤と好立地環境

都心に近い

都心に近く、住むには便
利

首都圏のベットタウンで
ある

都心から近距離にありな
がら緑（自然）が多い

都心に近い

交通機関の充実

都心に出やすいわりに緑
が多い

鉄道駅が多い

都心へ30分以内で出ら

れる

交通の基盤整備が進ん
でいる

都市を中心にして市の周
囲を外縁するように鉄道、
高速、国道が通っている

交通アクセスが良い

都市部へのアクセス、交
通の便が良い

都心に隣接しているわり
に地価が安い

都心から10km圏内であ

り、都心志向の国民が都
心から居住する上で割安
で、通勤通学に利便性が
あるため、今後も大幅に
人の減る見込みが少なく、
１つの自治体として存在
できる

不動産物価が安い

地価・物価が安い

都市から地方都市に向
けても鉄道、高速、国道
が走っており、生活上
や？？アクセス上のルー
トが充実している

都心が近い割には緑が
多い

市内植木農家とのつな
がりを持てる

緑（公園）が多い

市北東部に開発の余地
がある

緑が多い

広大な敷地（未開発地）
がある

未開発地がある

市内

市域が程よい広さである

駅周辺の開発・整備が進
行している

再開発が進んでいる

駅を中心に基盤整備が
進んでいる

川口駅前の再開発により、
経済効果を上げられるか
もしれない

駅前開発が活発

下水道整備が昔から進
んでいる

水道本管が市内一周し
ており、一ヶ所が遮断さ
れても給水ができる

配水場の整備ができて
おり、水の蓄えが豊富で
ある

区画整理等の基盤整備
ができている

都市基盤の整備が進ん
でおり、今後も基盤施設
に力を入れている

都市基盤が充実

生活環境の整備ができ
ている

道路整備、下水道整備
が着実に進んでいる 下水道未整備地域が団

結を持って整備要望をす
るパワーがある

ポンプ室の数が多い

大型店舗数の増加

比較的新しい建物が多
い

先進的な産業も発達して
いる

伝統的な産業がある

中心市街地が活性化し
ている

産業基盤が発達している

産業が発達

緑化産業の発展

西川口は全国的にも有
名な歓楽街である

市のアピール素材がある

保険事業の受益者負担
へ向けて踏み出した

役所のあり方について見
直そうとする動きがあり、
行動している

行政改革の進捗

環境問題への積極的な
施策対応

改革意識が強く、常に改
革が進められている

新規事業に取り組むこと
に積極的である

トップが改革に積極的で
ある

緑地政策の推進が図ら
れやすく、環境に配慮し
た街づくりが期待できる
新しい制度を活用してい
る

限られてはいるが、大き
な資金を持っている

比較的予算にゆとりがあ
る
財政状況は厳しいが、お
金をある程度自由に使え
る

財政のゆとり

奨学貸付事業が充実し

ている

働く世帯の流入で個人住
民税が増収

マンション建設で固定資
産税が増収

黒字経営のため、景気に
左右させずに設備投資

ができる

行財政改革の進展

経費削減に頑張っている

庁内

県庁に近く、補助等の話
がしやすい

保険事業の受益者負担
へ向けて踏み出した

役所のあり方について見
直そうとする動きがあり、
行動している

行政改革の進捗

環境問題への積極的な
施策対応

改革意識が強く、常に改
革が進められている

新規事業に取り組むこと
に積極的である

トップが改革に積極的で
ある

緑地政策の推進が図ら
れやすく、環境に配慮し
た街づくりが期待できる
新しい制度を活用してい
る

限られてはいるが、大き
な資金を持っている

比較的予算にゆとりがあ
る
財政状況は厳しいが、お
金をある程度自由に使え
る

財政のゆとり

奨学貸付事業が充実し

ている

働く世帯の流入で個人住
民税が増収

マンション建設で固定資
産税が増収

黒字経営のため、景気に
左右させずに設備投資

ができる

行財政改革の進展

経費削減に頑張っている

庁内

県庁に近く、補助等の話
がしやすい

職員の数が多く、人材が
豊富

相談員が多い

団塊の世代が退職する

若い職員が多い

直営の現業職員でる

職員数が充実し、人材が豊富

人材育成が進んでいる

職員の研修に力を入れ
ている

能力向上の機会が多い

人材育成が充実

庁内の優秀な人材と組織力

適当な職員数であり、意

思の疎通が図れる

トップのリーダーシップが
強く、施策の方向性が見
出しやすい

職員のモチベーションを
上げる研修は少ないが、
スキルを上げる研修は多

い

関連する制度を勉強して
いる

能力主義を一部導入して

いる

市役所職員の福祉研修

場としての強み

職員名刺の作成販売を
している

経験豊富な人材が居る

職員の動きが早い

レベルの高い職員が多
い

職員能力が高い

職員の質が高い

危機管理に関する意識
が高い

職員それぞれの専門性
を高め、業務に取り組ん
でいる

窓口対応が早い
職員の意識レベルが高
い

政策形成能力が高い

保健師の能力が高い

現場部門でスキルを持つ
職員が多い

担当業務に精通している
職員が居る

自前の建設設計部隊が
充実している

給与体系、人事体系が
硬直化していてもモチ
ベーションが高い職員が
多い

職員の動向を把握するこ
とができる

課・係りが多く専門化さ
れている

組織が充実している
組織、局内の意思疎通
が早い

組織力の高さ

県や国とのパイプがある

トップダウンが有効に機
能している

組織が細分化されている

業務が細分化されてきる

ため、職員の専門性が高
い

課長のリーダーシップが
ある

事業を行う際に担当課が
主体的に仕事を進めるこ
とができる

役所の全体最適を考え

ながら事業に取り組む部
署が少しだけ存在する

直営設計のため自由度
が増す

個人の情報を多く持って
いる

係内でのコミュニケーショ
ンが図られている

庁内

職員の数が多く、人材が
豊富

相談員が多い

団塊の世代が退職する

若い職員が多い

直営の現業職員でる

職員数が充実し、人材が豊富

人材育成が進んでいる

職員の研修に力を入れ
ている

能力向上の機会が多い

人材育成が充実

庁内の優秀な人材と組織力

適当な職員数であり、意

思の疎通が図れる

トップのリーダーシップが
強く、施策の方向性が見
出しやすい

職員のモチベーションを
上げる研修は少ないが、
スキルを上げる研修は多

い

関連する制度を勉強して
いる

能力主義を一部導入して

いる

市役所職員の福祉研修

場としての強み

職員名刺の作成販売を
している

経験豊富な人材が居る

職員の動きが早い

レベルの高い職員が多
い

職員能力が高い

職員の質が高い

危機管理に関する意識
が高い

職員それぞれの専門性
を高め、業務に取り組ん
でいる

窓口対応が早い
職員の意識レベルが高
い

政策形成能力が高い

保健師の能力が高い

現場部門でスキルを持つ
職員が多い

担当業務に精通している
職員が居る

自前の建設設計部隊が
充実している

給与体系、人事体系が
硬直化していてもモチ
ベーションが高い職員が
多い

職員の動向を把握するこ
とができる

課・係りが多く専門化さ
れている

組織が充実している
組織、局内の意思疎通
が早い

組織力の高さ

県や国とのパイプがある

トップダウンが有効に機
能している

組織が細分化されている

業務が細分化されてきる

ため、職員の専門性が高
い

課長のリーダーシップが
ある

事業を行う際に担当課が
主体的に仕事を進めるこ
とができる

役所の全体最適を考え

ながら事業に取り組む部
署が少しだけ存在する

直営設計のため自由度
が増す

個人の情報を多く持って
いる

係内でのコミュニケーショ
ンが図られている

庁内

伸び盛りの活力ある地域住民

人口が多い

人口の増加が見込める

ことにより、更なる発展が
期待できる

人口が増えることにより、

税収が増える

マンション等の増加によ
り、人口が増えている

人口増加

人口の流入が多く、定住
率が高い

住民が若い

新住民が多く、年齢構成
が比較的若い

市民の年齢層が若い

新しい住民が多く新鮮で
ある

若い人が多い

マンションが増え、交通
に便利なことから、若い
世帯が増えている

町会、自治会組織等の
地域組織が発達している

地域の皆さんがまとまっ
てルールを作っている地
区がある

町会が組織化されている

地域の繋がりが強く、市
政への参画意識が高い、

町会等が比較的協力し

てくれる

町会組織の結束が強い
ので、自主防災組織の立
上がしやすい

町会が強く、市政に協力的

市民が役所に協力的で
ある

ボランティア活動が活発
である

小中学生が医療センター
にて、ボランティア体験を
する機会が多い

青少年団体の組織が充
実しているので、協力が

得られやすい

関連団体の強調がある

ボランティアが活発

学校と地域をつなぐパイ
ブが以前よりも多くなって
いる

市内伸び盛りの活力ある地域住民

人口が多い

人口の増加が見込める

ことにより、更なる発展が
期待できる

人口が増えることにより、

税収が増える

マンション等の増加によ
り、人口が増えている

人口増加

人口の流入が多く、定住
率が高い

住民が若い

新住民が多く、年齢構成
が比較的若い

市民の年齢層が若い

新しい住民が多く新鮮で
ある

若い人が多い

マンションが増え、交通
に便利なことから、若い
世帯が増えている

町会、自治会組織等の
地域組織が発達している

地域の皆さんがまとまっ
てルールを作っている地
区がある

町会が組織化されている

地域の繋がりが強く、市
政への参画意識が高い、

町会等が比較的協力し

てくれる

町会組織の結束が強い
ので、自主防災組織の立
上がしやすい

町会が強く、市政に協力的

市民が役所に協力的で
ある

ボランティア活動が活発
である

小中学生が医療センター
にて、ボランティア体験を
する機会が多い

青少年団体の組織が充
実しているので、協力が

得られやすい

関連団体の強調がある

ボランティアが活発

学校と地域をつなぐパイ
ブが以前よりも多くなって
いる

市内

多くのｻｰﾋﾞｽを提供でき
る

施設利用者の相談先で
ある

住民に丁寧に対応できる

支所でも本庁舎並みに
証明書が取り易くなった

住民サービスの充実

地形がよく、コンパクトで

あり、地域に対するサー
ビスが実施しやすい

特区として警察、県が力
を入れている

警察との情報交換がしや
すい環境にある

安全対策の充実

地域が学校への支援に
取り組んでいる（防犯、不

登校）

不登校対策に市民が関
与し始めている

小学校が多くあり、子供
の負担が少ない

教育改革に取り組み、教

育の質的基盤整備が進
んでいる

市民が講師として学校教
育に参加するシステムを
構築している

社会見学等情報研修を
行っている

学校教育の充実

中学生の学習環境の一
つとして、校外学習を充

実しており、施設も充実
している

医療機関の数が多い

独自の医療・保健サービ
スがある

救急医療が手厚く、きめ

細かい

医療機関との連携が図
られている

健康講座が定期的に開
催されている

市民の健康意識が高い

福祉・医療の充実

医師会との話し合いの場
がある

教育環境（学校数等）が
充実している

校内LAN整備など学校
内のITインフラ整備が進

捗している

保育所を多く立てている

福祉施設が充実している

社会的に禁煙が進んで
おり、健康に良い

市役所が福祉施設の広
告となっている

充実した行政サービス

庁内

市内

多くのｻｰﾋﾞｽを提供でき
る

施設利用者の相談先で
ある

住民に丁寧に対応できる

支所でも本庁舎並みに
証明書が取り易くなった

住民サービスの充実

地形がよく、コンパクトで

あり、地域に対するサー
ビスが実施しやすい

特区として警察、県が力
を入れている

警察との情報交換がしや
すい環境にある

安全対策の充実

地域が学校への支援に
取り組んでいる（防犯、不

登校）

不登校対策に市民が関
与し始めている

小学校が多くあり、子供
の負担が少ない

教育改革に取り組み、教

育の質的基盤整備が進
んでいる

市民が講師として学校教
育に参加するシステムを
構築している

社会見学等情報研修を
行っている

学校教育の充実

中学生の学習環境の一
つとして、校外学習を充

実しており、施設も充実
している

医療機関の数が多い

独自の医療・保健サービ
スがある

救急医療が手厚く、きめ

細かい

医療機関との連携が図
られている

健康講座が定期的に開
催されている

市民の健康意識が高い

福祉・医療の充実

医師会との話し合いの場
がある

教育環境（学校数等）が
充実している

校内LAN整備など学校
内のITインフラ整備が進
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保育所を多く立てている

福祉施設が充実している

社会的に禁煙が進んで
おり、健康に良い

市役所が福祉施設の広
告となっている

充実した行政サービス

庁内

市内

水道に関わる諸手続き
のＩＴ化が進まない

施設が多く無駄や管理
費がかかっている

公共施設が多いため、維
持管理費及び補修費が
かかる

施設及びその運用費の増加

市役所庁舎が震災に耐
えられない

市庁舎の老朽化

庁舎がせまい

収納スペースがない

職場環境の悪化

施設環境の悪化

職場の環境が悪く、労働
者の意欲を削ぐ
（特に本庁舎）

ＩＴ化の遅れ

情報化への対応の遅れ

ＩＴ化があまり進んでいな
い

双方向コミュニケーション
のＩＴ化が遅れている

ＩＴ化により、機器のトラブ
ルがあると業務ができな
い

庁内イントラで利用して
いるアプリが使いにくい

庁舎が分散している

庁内

水道に関わる諸手続き
のＩＴ化が進まない

施設が多く無駄や管理
費がかかっている

公共施設が多いため、維
持管理費及び補修費が
かかる

施設及びその運用費の増加

市役所庁舎が震災に耐
えられない

市庁舎の老朽化

庁舎がせまい

収納スペースがない

職場環境の悪化

施設環境の悪化

職場の環境が悪く、労働
者の意欲を削ぐ
（特に本庁舎）

ＩＴ化の遅れ

情報化への対応の遅れ

ＩＴ化があまり進んでいな
い

双方向コミュニケーション
のＩＴ化が遅れている

ＩＴ化により、機器のトラブ
ルがあると業務ができな
い

庁内イントラで利用して
いるアプリが使いにくい

庁舎が分散している

庁内

職員のレベル低下

組織間のコミュニケーション・連携不足

医療と福祉の連携が十
分でない

部署が増えることにより、
部署間のやりとりが難し
くなっている

組織横断的な連携がな

い

組織間でのコミュニケー
ションが不足している

業務が細分化されていて、

あまり連携がとれていな
い

より良い仕事をするため
に他課へ働きかける機

運がない

職員数が多く、連携が取
りづらい

情報共有・意思疎通が不十分

職員上下間の意志疎通

が図れていない

縦割組織で動きが遅い

トップのビジョンが全職員
に浸透していない

職種間での意思統一及
び情報共有が不足してい
る

情報が統一されていない

職員の意思が統一され
ていない

組織間の意思決定プロ
セスが不透明

学校を基軸とした良好な
ネットワークを構築しよう
とする意識が教育委員

会内部で希薄

市長の職員への気配り

市の全体目標があれもこ

れも（緑、潤い、人、いき
いき、新産業文化都市）
で分散し、各部課で事務
を進める上で、何を目標
にすればいいのか、数値
化やわかりやすい目標
が設定できない職場のス

トレスと全体的な目標が
達成されているかわから
ない
今後の高齢者医療に対
する見通しが持てていな
い

合併問題が控えている

専門性が高いため、職員
異動においてが弱み

均等な年齢構成になって
いない職員の高齢化

人材の適材適所、人員
の適正化があまり行わ
れていない

時間外勤務が多い職員
が偏っている

救急外来の医師や看護
師が忙しすぎる

業務量と職員数の不均
衡

人口の割りに保健師が

少ないが、増員できない

職員の配置が悪く十分
機能していない

業務量が多く考える時間
がない

業務が増えるが職員の
数は追いつかない

所署は多いが職員の配
置人数が少ない

仕事は減っていないのに
職員、時間外を減らさな
ければならない

現業職の業務の見直し
が進まない

組織間を跨ぐ業務の増
加

職員間のレベルの差

インターネットを見てばか
りで仕事をしていない職
員がいる

頭が固い職員が多い

公の担い手としての意識
が低い職員がいる

より良い仕事をしようとす
る姿勢より最低限の結果
で良しとする職員が多い

仕事をやる人とやらない
人がはっきりしている

精神的に弱い職員がい
る

その場しのぎで業務にあ
たるため、後任の職員が
困ることが多い

上司が上司へ説明に行
かない

ＩＴ推進に対する積極性
がない

立場上、市民よりも上に
立てない立場にある

職員の評価制度の不備

業務量の増加と人材不足

男女共同参画の意味を

知らない人が多い

自己啓発の取り組み意
識が低いため、意識改革

が図れない

教師の資質向上が遅れ

ている

前例しか参考にしない人
が多い

職員の評価基準が曖昧

職員のモチベーションを
上げるための制度等の
不足

地方分権、市民のニーズ
増加による業務増に対す
る報酬ややりがい（ﾓﾁ
ﾍﾞｰｼｮﾝ）の反比例

業務に精通している人が

少ない

庁内の組織力の低下 庁内

職員のレベル低下

組織間のコミュニケーション・連携不足
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分でない
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くなっている
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い
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運がない
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る
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とする意識が教育委員

会内部で希薄

市長の職員への気配り

市の全体目標があれもこ

れも（緑、潤い、人、いき
いき、新産業文化都市）
で分散し、各部課で事務
を進める上で、何を目標
にすればいいのか、数値
化やわかりやすい目標
が設定できない職場のス

トレスと全体的な目標が
達成されているかわから
ない
今後の高齢者医療に対
する見通しが持てていな
い

合併問題が控えている

専門性が高いため、職員
異動においてが弱み

均等な年齢構成になって
いない職員の高齢化

人材の適材適所、人員
の適正化があまり行わ
れていない

時間外勤務が多い職員
が偏っている

救急外来の医師や看護
師が忙しすぎる

業務量と職員数の不均
衡

人口の割りに保健師が

少ないが、増員できない

職員の配置が悪く十分
機能していない

業務量が多く考える時間
がない

業務が増えるが職員の
数は追いつかない

所署は多いが職員の配
置人数が少ない

仕事は減っていないのに
職員、時間外を減らさな
ければならない

現業職の業務の見直し
が進まない

組織間を跨ぐ業務の増
加

職員間のレベルの差

インターネットを見てばか
りで仕事をしていない職
員がいる

頭が固い職員が多い

公の担い手としての意識
が低い職員がいる

より良い仕事をしようとす
る姿勢より最低限の結果
で良しとする職員が多い

仕事をやる人とやらない
人がはっきりしている

精神的に弱い職員がい
る

その場しのぎで業務にあ
たるため、後任の職員が
困ることが多い

上司が上司へ説明に行
かない

ＩＴ推進に対する積極性
がない

立場上、市民よりも上に
立てない立場にある

職員の評価制度の不備

業務量の増加と人材不足

男女共同参画の意味を

知らない人が多い

自己啓発の取り組み意
識が低いため、意識改革

が図れない

教師の資質向上が遅れ

ている

前例しか参考にしない人
が多い

職員の評価基準が曖昧

職員のモチベーションを
上げるための制度等の
不足

地方分権、市民のニーズ
増加による業務増に対す
る報酬ややりがい（ﾓﾁ
ﾍﾞｰｼｮﾝ）の反比例

業務に精通している人が

少ない

庁内の組織力の低下 庁内

財源不足

その業務のやり方（職員、
パート、派遣、再任用、
事業費（内部）、委託）が
適正に組み合わさり仕事
が進められておらず、コ
スト意識が欠如している

人口増加による税収アッ
プ以上にサービスにかか
る費用等先行き不安

建築による市債の増加

水道料金未収金の回収
が進まない

公営競技や税収等の収
入の減少

予算の関係で工事が分
割されることが多い

予算減少により資器材、
車両等の更新延長

現状のサービスを維持で
きるだけの予算がない

予算が足りない財政難

財源の減少

庁内財源不足

その業務のやり方（職員、
パート、派遣、再任用、
事業費（内部）、委託）が
適正に組み合わさり仕事
が進められておらず、コ
スト意識が欠如している

人口増加による税収アッ
プ以上にサービスにかか
る費用等先行き不安

建築による市債の増加

水道料金未収金の回収
が進まない

公営競技や税収等の収
入の減少

予算の関係で工事が分
割されることが多い

予算減少により資器材、
車両等の更新延長

現状のサービスを維持で
きるだけの予算がない

予算が足りない財政難

財源の減少

庁内

住民の高齢化

人の増加により、全ての

人に細かいサービスが

行き届かなくなる

新住民のコミュニティへ
の不参加

新旧住民の仲が悪い

昔から人と新しい人との
接点の機会が少ない

住民の交流不足

町会活動が活発すぎるあ
まり転入者が町会に非加

入で、ゴミ捨てトラブルが

多い

マンションの林立等によ
る新住民を受け入れる体

制が整っていない他市から流入してきた人

が多く、川口市に暗い

一部の住民のみに市政

参加がされている

町会・特定団体とのしが
らみがある

子育ての支援が不十分

西川口近辺での産業従
事者の子が劣悪な子育

て環境にある

これからの若い人がどん
どん流入してくるのに、託

児所の数が少なく、サー

ビスが悪い

共働きを支援するシステ
ムがない

共働きを支援するシステ
ムがない

待機児童が多い

危ない保育所がある

夜間の客待ち・違法ビラ

配り等による住環境の悪

化

違法エステ等の増加

治安の悪化

環境上問題のある汚水
を川へ平気で流す家庭
や工場が多い

市の環境（生活）が悪化

している

環境の悪化

西川口を中心に外国人
犯罪が増加

外国人登録が多い

今後増加する高齢者対

策が課題となる

高齢者を積極的に外に
出す機会・活動が少ない

高齢者の支援が不十分

大水害に対するリスクマ
ネジメントがトータルで整

備されていない

市域によって雨水対策に

大差がある

災害対策の不備

医師会の要望に応じられ

ないことがある

防犯面で立ち遅れている

西川口やオートレースで

怖い人がウロウロしてい
る

犯罪が多い

住民の移動が激しく、定

住の意思が無く、地域の

ことを考えない人間が多
い

犯罪の増加による治安

の悪化及びマナー・モラ
ルの低下

暮らしにくい環境 市内

住民の高齢化

人の増加により、全ての

人に細かいサービスが

行き届かなくなる

新住民のコミュニティへ
の不参加

新旧住民の仲が悪い

昔から人と新しい人との
接点の機会が少ない

住民の交流不足

町会活動が活発すぎるあ
まり転入者が町会に非加

入で、ゴミ捨てトラブルが

多い

マンションの林立等によ
る新住民を受け入れる体

制が整っていない他市から流入してきた人

が多く、川口市に暗い

一部の住民のみに市政

参加がされている

町会・特定団体とのしが
らみがある

子育ての支援が不十分

西川口近辺での産業従
事者の子が劣悪な子育

て環境にある

これからの若い人がどん
どん流入してくるのに、託

児所の数が少なく、サー

ビスが悪い

共働きを支援するシステ
ムがない

共働きを支援するシステ
ムがない

待機児童が多い

危ない保育所がある

夜間の客待ち・違法ビラ

配り等による住環境の悪

化

違法エステ等の増加

治安の悪化

環境上問題のある汚水
を川へ平気で流す家庭
や工場が多い

市の環境（生活）が悪化

している

環境の悪化

西川口を中心に外国人
犯罪が増加

外国人登録が多い

今後増加する高齢者対

策が課題となる

高齢者を積極的に外に
出す機会・活動が少ない

高齢者の支援が不十分

大水害に対するリスクマ
ネジメントがトータルで整

備されていない

市域によって雨水対策に

大差がある

災害対策の不備

医師会の要望に応じられ

ないことがある

防犯面で立ち遅れている

西川口やオートレースで

怖い人がウロウロしてい
る

犯罪が多い

住民の移動が激しく、定

住の意思が無く、地域の

ことを考えない人間が多
い

犯罪の増加による治安

の悪化及びマナー・モラ
ルの低下

暮らしにくい環境 市内

行財政改革の進展

財源の見直し

自主課税制度の活
用により新たな増
収が確保される機

会がある

財政状況が厳し
いので業務のあり
方を見直すには

いい機会

補助金に頼らない
運営が新たな運

営の機会

庁外

保育所運営費の
一般財源化

平成20年に施行予

定の自治基本条例、
行政プラン、この

EA事業など仕事を
全体から1つの目標

に連携していく仕組
みが進みつつある

県消防統一化の
推進

財政難であること
が業務効率化の

いい機会

緊急消防援助隊
の充実

進む制度改革

児童手当終了まで
の制度改正による

業務増大

災害対応時の統
制

9.11による郵政民

営化で公務員改
革が始まる機会

庁外

使用料の徴収等
の業務が民間委

託になっているこ
とが機会

三位一体改革の実
現により税源移譲
による自主自主事
業の選択が高まる

機会がある

医療制度改革の

動きがある

国の改革が機会

国が進める行政
改革が転機と見る

市外

保育所の民間委

託によるサービス
の向上

ミニ公募債に対す
る

市民の関心が高い
のが機会

新しい係ができる

合併による業務の
刷新が可能

他府等で福利厚生
が問題となっている
ので見直すにはい

い機会
平成の大合併に巻
き込まれていない

ので
ある意味平和

行財政改革の進展

財源の見直し

自主課税制度の活
用により新たな増
収が確保される機
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財政状況が厳し
いので業務のあり
方を見直すには
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補助金に頼らない
運営が新たな運

営の機会

庁外

保育所運営費の
一般財源化

平成20年に施行予

定の自治基本条例、
行政プラン、この

EA事業など仕事を
全体から1つの目標

に連携していく仕組
みが進みつつある

県消防統一化の
推進

財政難であること
が業務効率化の

いい機会

緊急消防援助隊
の充実

進む制度改革

児童手当終了まで
の制度改正による

業務増大

災害対応時の統
制

9.11による郵政民

営化で公務員改
革が始まる機会

庁外

使用料の徴収等
の業務が民間委

託になっているこ
とが機会

三位一体改革の実
現により税源移譲
による自主自主事
業の選択が高まる

機会がある

医療制度改革の

動きがある

国の改革が機会

国が進める行政
改革が転機と見る

市外

保育所の民間委

託によるサービス
の向上

ミニ公募債に対す
る

市民の関心が高い
のが機会

新しい係ができる

合併による業務の
刷新が可能

他府等で福利厚生
が問題となっている
ので見直すにはい

い機会
平成の大合併に巻
き込まれていない

ので
ある意味平和

若い住民が多く子
育て支援を充実さ
せ特色を出すこと

が可能

他の医療機会との
連携の機会がある

小児科の夜間連
携は充実している

事業に協力してく
れる医師が多い

庁外

駅前保育、駅前図
書館など一般市
民に近いところで

の
サービス向上

好立地と充実した住環境

良好な住環境

マンション建設が盛
ん

高層住宅の増加

まだ開発できる土
地が多い

庁外

緑地等の自然が
ある

緑が多いこと

建設費の値ごな
れが進み高層建
築物が容易に立
てられるように

なった
新住民流入で下
水整備に拍車が
かかることが機会

未開発の土地が
あること

発達する交通網

地下鉄開通

鉄道、道路等交通
網の充実

交通網が発達して
きている

庁外

都心と地方をつなぐ
（交通網）道路が整

備されている

市外

市内の交通網が
良い

市外

好立地

東京と政令市の狭
間に有り埋没する

危険がある

都心に近い

新都心に近い

市外

さいたま市が発展
すれば川口も発

展する

保険福祉の充実

若い住民が多く子
育て支援を充実さ
せ特色を出すこと

が可能

他の医療機会との
連携の機会がある

小児科の夜間連
携は充実している

事業に協力してく
れる医師が多い

庁外

駅前保育、駅前図
書館など一般市
民に近いところで

の
サービス向上

好立地と充実した住環境

良好な住環境

マンション建設が盛
ん

高層住宅の増加

まだ開発できる土
地が多い

庁外

緑地等の自然が
ある

緑が多いこと

建設費の値ごな
れが進み高層建
築物が容易に立
てられるように

なった
新住民流入で下
水整備に拍車が
かかることが機会

未開発の土地が
あること

発達する交通網

地下鉄開通

鉄道、道路等交通
網の充実

交通網が発達して
きている

庁外

都心と地方をつなぐ
（交通網）道路が整

備されている

市外

市内の交通網が
良い

市外

好立地

東京と政令市の狭
間に有り埋没する

危険がある

都心に近い

新都心に近い

市外

さいたま市が発展
すれば川口も発

展する

保険福祉の充実

人材
専門的な技術者
が公私とも切磋琢
磨できることが機

会

若い人で才能のあ
る人が増えている

パート職員に市職
員より優秀な方が

多くいる

人口増加と豊富な人材

優秀な人材が入
所したいと希望し

ている

庁外 人口

人口が増加してい
る

流入者が多く市財
政が潤う

市外人材
専門的な技術者
が公私とも切磋琢
磨できることが機

会

若い人で才能のあ
る人が増えている

パート職員に市職
員より優秀な方が

多くいる

人口増加と豊富な人材

優秀な人材が入
所したいと希望し

ている

庁外 人口

人口が増加してい
る

流入者が多く市財
政が潤う

市外

活性化される地元産業

他職種との出会い
がある

事業をするための
場（公民館など）

が多い

新たな開発による

活性化が機会

庁外

流通業務施設の
集積

経済が活性化しつ

つある

景気の回復のき
ざし

外部の人々に業
務内容を理解して

もらえる機会

新しい産業の発

展性がある

市外

ランドマーク的な施
設の整備がなされ

た

Skipシティなど先

進投資による未来
の川口氏のイメー
ジアップへの期待

大規模工場跡地
の開発

産業の存続

文化と産業の共生

新たな産業の核
が生まれてきてい

る

大型店の進出

地価、物価が安い

活性化される地元産業

他職種との出会い
がある

事業をするための
場（公民館など）

が多い

新たな開発による

活性化が機会

庁外

流通業務施設の
集積

経済が活性化しつ

つある

景気の回復のき
ざし

外部の人々に業
務内容を理解して

もらえる機会

新しい産業の発

展性がある

市外

ランドマーク的な施
設の整備がなされ

た

Skipシティなど先

進投資による未来
の川口氏のイメー
ジアップへの期待

大規模工場跡地
の開発

産業の存続

文化と産業の共生

新たな産業の核
が生まれてきてい

る

大型店の進出

地価、物価が安い

地域連携の強化

新住民流入による

活性化が機会

住民参加が機会

高まる市民マインドによる地域連携の強化

ボランティア活動

が活発で川口市
の名前を広める

庁外 市外

町会長が居る

新しいコミュニティ

の活動化が図ら
れる

防犯活動を通して

地域のつながりが
強くなる

市民マインドの高まり

利用者が健康的

な生活を充足でき

る機会

若い新しいアイデ
アが出る可能性

がある

庁外 市外

新しい考えを持つ

住民が増えている

どこからきたかを
聞かれて川口と答

えるとキューポラ
から会話が始まる

少子化の中、児

童・生徒が増加し

ていることにより、
市への定住意識、

愛着をはぐくむこ
とができる世界への市のア

ピール 職員、利用者が豊
な時間を皆で共有

できる機会

市のアピール素

材の確立

人口増加により
様々な知識、経験
をもった市民が増

加している

地域連携の強化

新住民流入による

活性化が機会

住民参加が機会

高まる市民マインドによる地域連携の強化

ボランティア活動

が活発で川口市
の名前を広める

庁外 市外

町会長が居る

新しいコミュニティ

の活動化が図ら
れる

防犯活動を通して

地域のつながりが
強くなる

市民マインドの高まり

利用者が健康的

な生活を充足でき

る機会

若い新しいアイデ
アが出る可能性

がある

庁外 市外

新しい考えを持つ

住民が増えている

どこからきたかを
聞かれて川口と答

えるとキューポラ
から会話が始まる

少子化の中、児

童・生徒が増加し

ていることにより、
市への定住意識、

愛着をはぐくむこ
とができる世界への市のア

ピール 職員、利用者が豊
な時間を皆で共有

できる機会

市のアピール素

材の確立

人口増加により
様々な知識、経験
をもった市民が増

加している

整備の進むIT基盤

町会単位等で防災
システムを作ろうと
する意識があるの

が機会

地域でＩＴが進んで
いる

イントラ環境が整
備された

庁外

電子入札の全国

的な拡大が機会

情報化（ＩＴ）の促進

市外

デジタル化のさら
なる進化

家庭でのＩＴ環境
整備が進んでいる

整備の進むIT基盤

町会単位等で防災
システムを作ろうと
する意識があるの

が機会

地域でＩＴが進んで
いる

イントラ環境が整
備された

庁外

電子入札の全国

的な拡大が機会

情報化（ＩＴ）の促進

市外

デジタル化のさら
なる進化

家庭でのＩＴ環境
整備が進んでいる

庁内資源の不足

人員減少

人員不足

中堅職員の
経験不足

庁外

“ダンカイ”世代の
退職

三位一体改革に
より、補助金・交
付金が削減される

ことが脅威

オート人気にかげ
り

市民向けの補助
金を利用した業者

が出てきた

補助金の縮減が脅
威

予算不足

歳入減少

システムの老朽化

庁内資源の不足

人員減少

人員不足

中堅職員の
経験不足

庁外

“ダンカイ”世代の
退職

三位一体改革に
より、補助金・交
付金が削減される

ことが脅威

オート人気にかげ
り

市民向けの補助
金を利用した業者

が出てきた

補助金の縮減が脅
威

予算不足

歳入減少

システムの老朽化

市場の動向

産業の空洞化

伝統産業の流出

商業等の衰退
による地域の地
盤沈下が脅威

大企業の市外
への流出

地場産業の衰
退

ベッドタウン化
による産業の衰

退

産業が空洞化
（地場産業が

少ない）

市場の変化

景気の悪化

原油価格の値
上がり

経済が安定し
ていない

経済活性化に
よる物価の上

昇

市内の動向の
先が見えない

市外

技術の進歩

デジタル化の
万人への普及

家庭でのIT化
による児童・
生徒の人的コ
ミニュケーショ
ンスキルの低

下

市場の動向

産業の空洞化

伝統産業の流出

商業等の衰退
による地域の地
盤沈下が脅威

大企業の市外
への流出

地場産業の衰
退

ベッドタウン化
による産業の衰

退

産業が空洞化
（地場産業が

少ない）

市場の変化

景気の悪化

原油価格の値
上がり

経済が安定し
ていない

経済活性化に
よる物価の上

昇

市内の動向の
先が見えない

市外

技術の進歩

デジタル化の
万人への普及

家庭でのIT化
による児童・
生徒の人的コ
ミニュケーショ
ンスキルの低

下

市民意識の向上

コンビニエンススト
ア並みの便利さを
希望する市民の

増加

急速に変化する市民意識

市民の要望等の
多様化・複雑化

庁外

住民意識の向上

市民の権利意識
の増大

文化に対する支
援

コミュニティの希薄化

新住民の市への
愛着がとぼしい

市民の義務感の
低下

庁外

賃貸住宅などでは
隣に住む人さえ誰
だか分からない
（転入・転出が多

い）

若者にとって古臭
いイメージがある

世論の圧力

公務員の人数を
減らせという世論

無責任の（職員）

庁外

給料を引き下げろ
という世論

世論の圧力

市の職員は色々
な分野で優遇を受
けていると言われ
ていることが脅威

職員の評価が正
しくされないこと

が脅威

市外 市民意識の向上

新住民の流入に
より新たな風土が

生まれる

市外 市民意識の低下

多様性、個性の
尊重が個人主義
の増長につなが
りコミュニケーショ
ンを阻害する（い
じめ、不登校）

市外

円滑なコミュニ
ケーションを阻害
する個人主義的
意見を発する（専
門的見地から）

市域活動に無関
心になっている

都心に勤める
人々が、何となく
川口に住んでい
るというケース

教育への関心の
低さが脅威

市民意識の向上

コンビニエンススト
ア並みの便利さを
希望する市民の

増加

急速に変化する市民意識

市民の要望等の
多様化・複雑化

庁外

住民意識の向上

市民の権利意識
の増大

文化に対する支
援

コミュニティの希薄化

新住民の市への
愛着がとぼしい

市民の義務感の
低下

庁外

賃貸住宅などでは
隣に住む人さえ誰
だか分からない
（転入・転出が多

い）

若者にとって古臭
いイメージがある

世論の圧力

公務員の人数を
減らせという世論

無責任の（職員）

庁外

給料を引き下げろ
という世論

世論の圧力

市の職員は色々
な分野で優遇を受
けていると言われ
ていることが脅威

職員の評価が正
しくされないこと

が脅威

市外 市民意識の向上

新住民の流入に
より新たな風土が

生まれる

市外 市民意識の低下

多様性、個性の
尊重が個人主義
の増長につなが
りコミュニケーショ
ンを阻害する（い
じめ、不登校）

市外

円滑なコミュニ
ケーションを阻害
する個人主義的
意見を発する（専
門的見地から）

市域活動に無関
心になっている

都心に勤める
人々が、何となく
川口に住んでい
るというケース

教育への関心の
低さが脅威

制度改革の影響
庁外市外

制度改革の進展

鳩ヶ谷市との合併

制度改革による市

負担増が脅威

地域性を重んじた

制度改革が進ん
でいないのが脅威

都市とさいたま市
（大宮）との通過

点

政令市と23区の間

で埋没してしまいそ
う

政令市（都心）に
隣接

地方分権が推進
される中、求めら
れる自主性、自
立性に対応でき

るかが脅威

さいたま市

さいたま市の方に

人気がある
政令市と東京都

の
はざ間の立地条

件

市の制度改革

政変により、市の
政策が長期で考
えられないという

脅威

合併が進んでいる
ので、取り残される

ような感じ

アウトソーシング
の波で公共性が
確保されるか脅威

予防接種で事故
がおきた

市外

制度改革の影響
庁外市外

制度改革の進展

鳩ヶ谷市との合併

制度改革による市

負担増が脅威

地域性を重んじた

制度改革が進ん
でいないのが脅威

都市とさいたま市
（大宮）との通過

点

政令市と23区の間

で埋没してしまいそ
う

政令市（都心）に
隣接

地方分権が推進
される中、求めら
れる自主性、自
立性に対応でき

るかが脅威

さいたま市

さいたま市の方に

人気がある
政令市と東京都

の
はざ間の立地条

件

市の制度改革

政変により、市の
政策が長期で考
えられないという

脅威

合併が進んでいる
ので、取り残される

ような感じ

アウトソーシング
の波で公共性が
確保されるか脅威

予防接種で事故
がおきた

市外

少子高齢化の深刻な影響

高齢化が急速
に

進んでいる

医療費の増大

施設外での病
気等が脅威

若年層の正社
員化が進まない
（少子化助長）

相続・後継者問題
等、農業経営の維

持

高齢化社会・少子
化時代の対応

施設外でのまとま
り困難（迷子等）

が脅威

人口の空洞化（将
来）

町会等、協力的な
団体の高齢化

医療費等を必要と
する高齢者の増

大
児童数の低下に
よる空き教室の増
加で、経費負担増

高齢者の保険事業

に関する支出が急
増している

少子・高齢化

市外

庁外

一時的な人口構
造のアンバランス

少子高齢化の深刻な影響

高齢化が急速
に

進んでいる

医療費の増大

施設外での病
気等が脅威

若年層の正社
員化が進まない
（少子化助長）

相続・後継者問題
等、農業経営の維

持

高齢化社会・少子
化時代の対応

施設外でのまとま
り困難（迷子等）

が脅威

人口の空洞化（将
来）

町会等、協力的な
団体の高齢化

医療費等を必要と
する高齢者の増

大
児童数の低下に
よる空き教室の増
加で、経費負担増

高齢者の保険事業

に関する支出が急
増している

少子・高齢化

市外

庁外

一時的な人口構
造のアンバランス

地域環境の悪化と災害への不安

マンション増加による人口増加

マンション住
民の急増

庁外
高層住宅
が増えるこ
とによって
の将来不

安
一部地域だ
けの人口増

環境悪化庁外

ゴミが増加し
ている

訳の分からな

い外国人が多
数いることが

脅威

地域開発の遅れ
地域によっ
て利便さに
差が出てい

る

庁外

公共施設の
老朽化

建築物の老
朽化

未整備の道
路、下水、ガ

ス管が多く
残っている
地域間格差
が鮮明に

なってしまう
（インフラ整

備等）

災害への不安

水害の緊急

時における
業務体制の
確立ができ
るかが脅威

庁外

災害時に
本庁が一
番ダメージ
をうけるこ

と
水害に対す
る危機管理
で市長に怒
られるたこと

が脅威

水害

マンション
が増えるこ
とによる学
校の不足

が脅威開発業者

今建ってい
るマンショ
ン等が老
朽化したと
き、人口流

動等

環境の悪化
風俗産
業
拠点

油を平気
で下水に
流すラーメ
ン屋のこと
なかれ、自
分勝手が

脅威

地球温暖
化

川口＝西
川口の歓
楽街のイ
メージが強

い

緑が減っ
ている

ゴミが増え
る

処分量の

減少

テロ

都心に近いことの理
由による外国人（治
安意識の低い）、生
活保護者等の今後

のいっそうの他地域
からの流入増加

人口の増加に伴
い犯罪も増える

地域開発の遅れ

都内を比
較して整備
率が低い

計画のな
い開発

まちづくり
の独自性
がとぼしい

農地の利
用

無計画な
開発が増
えているこ

と

市外

市外

災害への不安
市外

降雨による水
害に対する防
災意識の弱い
ことが脅威

水害による床
上浸水、床下
浸水が起きた
ことが脅威

大規模災害
の発生

人口増による財政負担の増
加が脅威 インターネット

犯罪の増加

マンションの
増加

地域間の
人口構造
の差

景観問題

これまでにな
い犯罪の増

加

地域環境の悪化と災害への不安

マンション増加による人口増加

マンション住
民の急増

庁外
高層住宅
が増えるこ
とによって
の将来不

安
一部地域だ
けの人口増

環境悪化庁外

ゴミが増加し
ている

訳の分からな

い外国人が多
数いることが

脅威

地域開発の遅れ
地域によっ
て利便さに
差が出てい

る

庁外

公共施設の
老朽化

建築物の老
朽化

未整備の道
路、下水、ガ

ス管が多く
残っている
地域間格差
が鮮明に

なってしまう
（インフラ整

備等）

災害への不安

水害の緊急

時における
業務体制の
確立ができ
るかが脅威

庁外

災害時に
本庁が一
番ダメージ
をうけるこ

と
水害に対す
る危機管理
で市長に怒
られるたこと

が脅威

水害

マンション
が増えるこ
とによる学
校の不足

が脅威開発業者

今建ってい
るマンショ
ン等が老
朽化したと
き、人口流

動等

環境の悪化
風俗産
業
拠点

油を平気
で下水に
流すラーメ
ン屋のこと
なかれ、自
分勝手が

脅威
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犯罪の増加

マンションの
増加

地域間の
人口構造
の差

景観問題

これまでにな
い犯罪の増

加

委託化が十分可能な業
務の委託化の進捗が遅
い

駅前開発等、無駄な事業
が多い

事業のまんねり

無駄な事業の実施

事業に優先順位がつけ
られている？

市全体の事業の優先順
位がつけられていない
（枠配一律-10%）

事業の優先順位が曖昧

職員が発注・監督するの
で、工事価格を下げられ
ない（民間委託ならもっと
厳しい価格をつけるは
ず）

内部が設計・監理をする
ため、市内業者との馴れ
合いが進み、なあなあな
工事がはびこる

自前で設計するため、新
しい流れに乗るのが遅れ
る（外部設計によるリフ
レッシュが必要）

委託化の遅れ

行政、警察業務の線引き
が難しい

上位法律が難解である

精神科医療の整備が十
分にできていない

下水道未整備地区の対
応

道路等の未整備

諸事業の未整備

新しいニーズが全て反映
されていない所がある

個々の業務が時代の
ニーズに合わないものが
ある

ニーズへの未対応

庁舎が離れていてしかも
市民にわかりづらい

業務が細分化されている
ため、市民が利用しにく
い

窓口が混んでいる窓口を一本化できていな
い

窓口のサービスレベルの低下

西川口周辺住民から治
安悪化の苦情が多く寄
せられている

町会役員からの苦情処
理が増えてきている
（防犯活動の協力に対し
て）

苦情の増加

非効率的な事業と市民満足度の低下

住民からの要望に対して
予算削減から物での対
応は困難

財源不足から市民の声
を市政に反映しづらい

市民ニーズに対する財
政不足

建築による市債の増加
による住民負担増

新しい技術・材料・導入
で情報が限られ、不足

専門性の高さによる周辺
地域の理解が低下

市民への情報提供不足

市民に情報が行き届か
ない

庁内

従来の常識から予想もさ
れないニーズが生まれる

委託化が十分可能な業
務の委託化の進捗が遅
い

駅前開発等、無駄な事業
が多い

事業のまんねり

無駄な事業の実施

事業に優先順位がつけ
られている？
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る（外部設計によるリフ
レッシュが必要）

委託化の遅れ

行政、警察業務の線引き
が難しい

上位法律が難解である

精神科医療の整備が十
分にできていない

下水道未整備地区の対
応

道路等の未整備

諸事業の未整備

新しいニーズが全て反映
されていない所がある

個々の業務が時代の
ニーズに合わないものが
ある

ニーズへの未対応

庁舎が離れていてしかも
市民にわかりづらい

業務が細分化されている
ため、市民が利用しにく
い

窓口が混んでいる窓口を一本化できていな
い

窓口のサービスレベルの低下

西川口周辺住民から治
安悪化の苦情が多く寄
せられている

町会役員からの苦情処
理が増えてきている
（防犯活動の協力に対し
て）

苦情の増加

非効率的な事業と市民満足度の低下

住民からの要望に対して
予算削減から物での対
応は困難

財源不足から市民の声
を市政に反映しづらい

市民ニーズに対する財
政不足

建築による市債の増加
による住民負担増

新しい技術・材料・導入
で情報が限られ、不足

専門性の高さによる周辺
地域の理解が低下

市民への情報提供不足

市民に情報が行き届か
ない

庁内

従来の常識から予想もさ
れないニーズが生まれる

立地の悪さと人口の流出

都心に近すぎる都とさいたま市の狭間の
環境の中での特色作り

が見えない

市域の大きさに比べて鉄
道、高速、国道などのア

クセスが良い所と悪い所
の差が激しい

昼間人口の流出

市域外を市域の中心に
抱えている

買い物客が他市区に流
出している

利便性において、地域格
差が大きい

JRダイヤ、電車本数の

不足

鉄道が市域の外周にあ
る

東部地区の公共交通機
関の便が悪い

公園が少ない

水道の自給率が低い

定員数の限界による受
入限界

大きな施設が少ない

保健センターが市の端に
ある

市内に火葬場が無い

市内に葬祭場が無い

公共施設の不足交通の便の格差

都市計画の不備・格差

高い建物が多い 鋳物工場が閉鎖し、マン
ションが急増し、人が増
え車も増えた

街の景観をあまり考慮し
ていない都市開発

ビル、マンションが乱立し
ている
街並みを意識していない
開発計画

地区による開発施策の
格差

都市計画に画一性がなく

乱雑である

いまだ産業の主力として
鋳物、倉庫業に支えられ
ているものの、これから
川口が他地域との差別

化を図れる産業が育ち
きっていない

調整区域のため、新井宿
駅周辺の整備が進まな
い

学校を基軸とした良好な
ネットワークを構築しよう

とする意識が地域によっ
て異なる

区画整理を事業決定で
きない地区がある

住宅開発が急速に進み、
道路や環境整備が間に
合わない地区がある

都市計画の方針が明確
でなく、雑然としている

目的や人口、産業ﾎﾞﾘｭｰ
ﾑをきちんと分析せず、
川口駅前のみ再開発等
積極的に支援している

交通渋滞の日常化

交通網が十分に整備さ
れていない地域が広範

囲に及ぶ

園外活動の場所が限定
される

公共施設が不足している

地域によっては病院が極
端に少ない所がある

鋳物工場の減少

伝統産業が衰退している

鋳物業の空洞化

今一つ構成を持たない商
店街

地場産業の衰退納税額の減少

地価が周囲より低いので
低所得者が集まりやすい

市内全体的に低所得者
が多い

税の滞納者が多い

中小企業が多い

市のアピールの中途半

端さ

「鋳物の街」という川口市
のイメージ

農業・市特産の衰退

都市環境の劣化と格差拡大

観光名所がない

あまりメジャーな市では
ない

海がない

街のイメージが安っぽい
（少なくとも高級住宅街の
イメージはない）

文化的事業に対する理
解が不十分

過去の経緯で改善できな
い問題がある？

都市環境の劣化と格差拡大
市内
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地価が周囲より低いので
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低下する庁内組織力と市民満足度

【次ページ以降にＳ、Ｗ、０、Ｔごとに大きく記述したページを掲載しますので参照ください 】



1.3.2-3

活力ある地域住民を支える優秀な職員

SS

業務量に比して業務ス
ペースが広い

公共施設が充実している

体育・スポーツ施設が充
実している

公民館が多い

公園が多くある

公園整備が行き届いて
いる

施設は数だけはある

救急医療体制が整備で
きている

病院内のアメニティ環境
の整備が進んでいる

市内の施設が充実する

市域に適度に施設が配
置されている

（消防）分署が多い

広い市域に関らず、支所
を適正に配置している

施設を地域の交流拠点
として利用

西川口はオートレース場
もあり、外部から人がたく
さん集まる場所である

イントラ整備で職員の意
識が高まっている

庁舎内のインフラ整備が
進んでいる

情報が電子化されており、
公開・共有されている

IT化の進展

IT化が進んでいる

設備の充実

施設の充実

庁内

業務量に比して業務ス
ペースが広い

公共施設が充実している

体育・スポーツ施設が充
実している

公民館が多い

公園が多くある

公園整備が行き届いて
いる

施設は数だけはある

救急医療体制が整備で
きている

病院内のアメニティ環境
の整備が進んでいる

市内の施設が充実する

市域に適度に施設が配
置されている

（消防）分署が多い

広い市域に関らず、支所
を適正に配置している

施設を地域の交流拠点
として利用

西川口はオートレース場
もあり、外部から人がたく
さん集まる場所である

イントラ整備で職員の意
識が高まっている

庁舎内のインフラ整備が
進んでいる

情報が電子化されており、
公開・共有されている

IT化の進展

IT化が進んでいる

設備の充実

施設の充実

庁内

充実した都市基盤と好立地環境

都心に近い

都心に近く、住むには便
利

首都圏のベットタウンで
ある

都心から近距離にありな
がら緑（自然）が多い

都心に近い

交通機関の充実

都心に出やすいわりに緑

が多い

鉄道駅が多い

都心へ30分以内で出ら

れる

交通の基盤整備が進ん
でいる

都市を中心にして市の周
囲を外縁するように鉄道、
高速、国道が通っている

交通アクセスが良い

都市部へのアクセス、交
通の便が良い

都心に隣接しているわり
に地価が安い

都心から10km圏内であ

り、都心志向の国民が都
心から居住する上で割安
で、通勤通学に利便性が
あるため、今後も大幅に
人の減る見込みが少なく、
１つの自治体として存在
できる

不動産物価が安い

地価・物価が安い

都市から地方都市に向
けても鉄道、高速、国道
が走っており、生活上

や？？アクセス上のルー
トが充実している

都心が近い割には緑が
多い

市内植木農家とのつな
がりを持てる

緑（公園）が多い

市北東部に開発の余地
がある

緑が多い

広大な敷地（未開発地）
がある

未開発地がある

市内

市域が程よい広さである

駅周辺の開発・整備が進
行している

再開発が進んでいる

駅を中心に基盤整備が
進んでいる

川口駅前の再開発により、
経済効果を上げられるか

もしれない

駅前開発が活発

下水道整備が昔から進

んでいる

水道本管が市内一周し
ており、一ヶ所が遮断さ
れても給水ができる

配水場の整備ができて
おり、水の蓄えが豊富で

ある

区画整理等の基盤整備
ができている

都市基盤の整備が進ん
でおり、今後も基盤施設
に力を入れている

都市基盤が充実

生活環境の整備ができ
ている

道路整備、下水道整備
が着実に進んでいる 下水道未整備地域が団

結を持って整備要望をす
るパワーがある

ポンプ室の数が多い

大型店舗数の増加

比較的新しい建物が多
い

先進的な産業も発達して
いる

伝統的な産業がある

中心市街地が活性化し
ている

産業基盤が発達している

産業が発達

緑化産業の発展

西川口は全国的にも有

名な歓楽街である

市のアピール素材がある

充実した都市基盤と好立地環境

都心に近い

都心に近く、住むには便
利

首都圏のベットタウンで
ある

都心から近距離にありな
がら緑（自然）が多い

都心に近い

交通機関の充実

都心に出やすいわりに緑

が多い

鉄道駅が多い

都心へ30分以内で出ら

れる

交通の基盤整備が進ん
でいる

都市を中心にして市の周
囲を外縁するように鉄道、
高速、国道が通っている

交通アクセスが良い

都市部へのアクセス、交
通の便が良い

都心に隣接しているわり
に地価が安い

都心から10km圏内であ

り、都心志向の国民が都
心から居住する上で割安
で、通勤通学に利便性が
あるため、今後も大幅に
人の減る見込みが少なく、
１つの自治体として存在
できる

不動産物価が安い

地価・物価が安い

都市から地方都市に向
けても鉄道、高速、国道
が走っており、生活上

や？？アクセス上のルー
トが充実している

都心が近い割には緑が
多い

市内植木農家とのつな
がりを持てる

緑（公園）が多い

市北東部に開発の余地
がある

緑が多い

広大な敷地（未開発地）
がある

未開発地がある

市内

市域が程よい広さである

駅周辺の開発・整備が進
行している

再開発が進んでいる

駅を中心に基盤整備が
進んでいる

川口駅前の再開発により、
経済効果を上げられるか

もしれない

駅前開発が活発

下水道整備が昔から進

んでいる

水道本管が市内一周し
ており、一ヶ所が遮断さ
れても給水ができる

配水場の整備ができて
おり、水の蓄えが豊富で

ある

区画整理等の基盤整備
ができている

都市基盤の整備が進ん
でおり、今後も基盤施設
に力を入れている

都市基盤が充実

生活環境の整備ができ
ている

道路整備、下水道整備
が着実に進んでいる 下水道未整備地域が団

結を持って整備要望をす
るパワーがある

ポンプ室の数が多い

大型店舗数の増加

比較的新しい建物が多
い

先進的な産業も発達して
いる

伝統的な産業がある

中心市街地が活性化し
ている

産業基盤が発達している

産業が発達

緑化産業の発展

西川口は全国的にも有

名な歓楽街である

市のアピール素材がある

保険事業の受益者負担
へ向けて踏み出した

役所のあり方について見
直そうとする動きがあり、
行動している

行政改革の進捗

環境問題への積極的な
施策対応

改革意識が強く、常に改
革が進められている

新規事業に取り組むこと
に積極的である

トップが改革に積極的で
ある

緑地政策の推進が図ら
れやすく、環境に配慮し
た街づくりが期待できる
新しい制度を活用してい
る

限られてはいるが、大き
な資金を持っている

比較的予算にゆとりがあ
る
財政状況は厳しいが、お
金をある程度自由に使え
る

財政のゆとり

奨学貸付事業が充実し
ている

働く世帯の流入で個人住
民税が増収

マンション建設で固定資
産税が増収

黒字経営のため、景気に
左右させずに設備投資
ができる

行財政改革の進展

経費削減に頑張っている

庁内

県庁に近く、補助等の話
がしやすい

保険事業の受益者負担
へ向けて踏み出した

役所のあり方について見
直そうとする動きがあり、
行動している

行政改革の進捗

環境問題への積極的な
施策対応

改革意識が強く、常に改
革が進められている

新規事業に取り組むこと
に積極的である

トップが改革に積極的で
ある

緑地政策の推進が図ら
れやすく、環境に配慮し
た街づくりが期待できる
新しい制度を活用してい
る

限られてはいるが、大き
な資金を持っている

比較的予算にゆとりがあ
る
財政状況は厳しいが、お
金をある程度自由に使え
る

財政のゆとり

奨学貸付事業が充実し
ている

働く世帯の流入で個人住
民税が増収

マンション建設で固定資
産税が増収

黒字経営のため、景気に
左右させずに設備投資
ができる

行財政改革の進展

経費削減に頑張っている

庁内

県庁に近く、補助等の話
がしやすい

職員の数が多く、人材が
豊富

相談員が多い

団塊の世代が退職する

若い職員が多い

直営の現業職員でる

職員数が充実し、人材が豊富

人材育成が進んでいる

職員の研修に力を入れ
ている

能力向上の機会が多い

人材育成が充実

庁内の優秀な人材と組織力

適当な職員数であり、意
思の疎通が図れる

トップのリーダーシップが
強く、施策の方向性が見
出しやすい

職員のモチベーションを
上げる研修は少ないが、
スキルを上げる研修は多
い

関連する制度を勉強して
いる

能力主義を一部導入して
いる

市役所職員の福祉研修
場としての強み

職員名刺の作成販売を
している

経験豊富な人材が居る

職員の動きが早い

レベルの高い職員が多
い

職員能力が高い

職員の質が高い

危機管理に関する意識
が高い

職員それぞれの専門性
を高め、業務に取り組ん
でいる

窓口対応が早い
職員の意識レベルが高
い

政策形成能力が高い

保健師の能力が高い

現場部門でスキルを持つ
職員が多い

担当業務に精通している
職員が居る

自前の建設設計部隊が
充実している

給与体系、人事体系が
硬直化していてもモチ
ベーションが高い職員が
多い

職員の動向を把握するこ
とができる

課・係りが多く専門化さ
れている

組織が充実している
組織、局内の意思疎通
が早い

組織力の高さ

県や国とのパイプがある

トップダウンが有効に機
能している

組織が細分化されている

業務が細分化されてきる
ため、職員の専門性が高
い

課長のリーダーシップが
ある

事業を行う際に担当課が
主体的に仕事を進めるこ
とができる

役所の全体最適を考え
ながら事業に取り組む部
署が少しだけ存在する

直営設計のため自由度
が増す

個人の情報を多く持って
いる

係内でのコミュニケーショ
ンが図られている

庁内

職員の数が多く、人材が
豊富

相談員が多い

団塊の世代が退職する

若い職員が多い

直営の現業職員でる

職員数が充実し、人材が豊富

人材育成が進んでいる

職員の研修に力を入れ
ている

能力向上の機会が多い

人材育成が充実

庁内の優秀な人材と組織力

適当な職員数であり、意
思の疎通が図れる

トップのリーダーシップが
強く、施策の方向性が見
出しやすい

職員のモチベーションを
上げる研修は少ないが、
スキルを上げる研修は多
い

関連する制度を勉強して
いる

能力主義を一部導入して
いる

市役所職員の福祉研修
場としての強み

職員名刺の作成販売を
している

経験豊富な人材が居る

職員の動きが早い

レベルの高い職員が多
い

職員能力が高い

職員の質が高い

危機管理に関する意識
が高い

職員それぞれの専門性
を高め、業務に取り組ん
でいる

窓口対応が早い
職員の意識レベルが高
い

政策形成能力が高い

保健師の能力が高い

現場部門でスキルを持つ
職員が多い

担当業務に精通している
職員が居る

自前の建設設計部隊が
充実している

給与体系、人事体系が
硬直化していてもモチ
ベーションが高い職員が
多い

職員の動向を把握するこ
とができる

課・係りが多く専門化さ
れている

組織が充実している
組織、局内の意思疎通
が早い

組織力の高さ

県や国とのパイプがある

トップダウンが有効に機
能している

組織が細分化されている

業務が細分化されてきる
ため、職員の専門性が高
い

課長のリーダーシップが
ある

事業を行う際に担当課が
主体的に仕事を進めるこ
とができる

役所の全体最適を考え
ながら事業に取り組む部
署が少しだけ存在する

直営設計のため自由度
が増す

個人の情報を多く持って
いる

係内でのコミュニケーショ
ンが図られている

庁内

伸び盛りの活力ある地域住民

人口が多い

人口の増加が見込める
ことにより、更なる発展が
期待できる

人口が増えることにより、
税収が増える

マンション等の増加によ
り、人口が増えている

人口増加

人口の流入が多く、定住
率が高い

住民が若い

新住民が多く、年齢構成
が比較的若い

市民の年齢層が若い

新しい住民が多く新鮮で
ある

若い人が多い

マンションが増え、交通
に便利なことから、若い
世帯が増えている

町会、自治会組織等の
地域組織が発達している

地域の皆さんがまとまっ
てルールを作っている地
区がある

町会が組織化されている

地域の繋がりが強く、市
政への参画意識が高い、

町会等が比較的協力し
てくれる

町会組織の結束が強い
ので、自主防災組織の立
上がしやすい

町会が強く、市政に協力的

市民が役所に協力的で
ある

ボランティア活動が活発
である

小中学生が医療センター
にて、ボランティア体験を
する機会が多い

青少年団体の組織が充
実しているので、協力が
得られやすい

関連団体の強調がある

ボランティアが活発

学校と地域をつなぐパイ
ブが以前よりも多くなって
いる

市内伸び盛りの活力ある地域住民

人口が多い

人口の増加が見込める
ことにより、更なる発展が
期待できる

人口が増えることにより、
税収が増える

マンション等の増加によ
り、人口が増えている

人口増加

人口の流入が多く、定住
率が高い

住民が若い

新住民が多く、年齢構成
が比較的若い

市民の年齢層が若い

新しい住民が多く新鮮で
ある

若い人が多い

マンションが増え、交通
に便利なことから、若い
世帯が増えている

町会、自治会組織等の
地域組織が発達している

地域の皆さんがまとまっ
てルールを作っている地
区がある

町会が組織化されている

地域の繋がりが強く、市
政への参画意識が高い、

町会等が比較的協力し
てくれる

町会組織の結束が強い
ので、自主防災組織の立
上がしやすい

町会が強く、市政に協力的

市民が役所に協力的で
ある

ボランティア活動が活発
である

小中学生が医療センター
にて、ボランティア体験を
する機会が多い

青少年団体の組織が充
実しているので、協力が
得られやすい

関連団体の強調がある

ボランティアが活発

学校と地域をつなぐパイ
ブが以前よりも多くなって
いる

市内

多くのｻｰﾋﾞｽを提供でき
る

施設利用者の相談先で
ある

住民に丁寧に対応できる

支所でも本庁舎並みに
証明書が取り易くなった

住民サービスの充実

地形がよく、コンパクトで
あり、地域に対するサー
ビスが実施しやすい

特区として警察、県が力
を入れている

警察との情報交換がしや
すい環境にある

安全対策の充実

地域が学校への支援に
取り組んでいる（防犯、不
登校）

不登校対策に市民が関
与し始めている

小学校が多くあり、子供
の負担が少ない

教育改革に取り組み、教
育の質的基盤整備が進
んでいる

市民が講師として学校教
育に参加するシステムを
構築している

社会見学等情報研修を
行っている

学校教育の充実

中学生の学習環境の一
つとして、校外学習を充
実しており、施設も充実
している

医療機関の数が多い

独自の医療・保健サービ
スがある

救急医療が手厚く、きめ
細かい

医療機関との連携が図
られている

健康講座が定期的に開
催されている

市民の健康意識が高い

福祉・医療の充実

医師会との話し合いの場
がある

教育環境（学校数等）が
充実している

校内LAN整備など学校
内のITインフラ整備が進

捗している

保育所を多く立てている

福祉施設が充実している

社会的に禁煙が進んで
おり、健康に良い

市役所が福祉施設の広
告となっている

充実した行政サービス

庁内

市内

多くのｻｰﾋﾞｽを提供でき
る

施設利用者の相談先で
ある

住民に丁寧に対応できる

支所でも本庁舎並みに
証明書が取り易くなった

住民サービスの充実

地形がよく、コンパクトで
あり、地域に対するサー
ビスが実施しやすい

特区として警察、県が力
を入れている

警察との情報交換がしや
すい環境にある

安全対策の充実

地域が学校への支援に
取り組んでいる（防犯、不
登校）

不登校対策に市民が関
与し始めている

小学校が多くあり、子供
の負担が少ない

教育改革に取り組み、教
育の質的基盤整備が進
んでいる

市民が講師として学校教
育に参加するシステムを
構築している

社会見学等情報研修を
行っている

学校教育の充実

中学生の学習環境の一
つとして、校外学習を充
実しており、施設も充実
している

医療機関の数が多い

独自の医療・保健サービ
スがある

救急医療が手厚く、きめ
細かい

医療機関との連携が図
られている

健康講座が定期的に開
催されている

市民の健康意識が高い

福祉・医療の充実

医師会との話し合いの場
がある

教育環境（学校数等）が
充実している

校内LAN整備など学校
内のITインフラ整備が進

捗している

保育所を多く立てている

福祉施設が充実している

社会的に禁煙が進んで
おり、健康に良い

市役所が福祉施設の広
告となっている

充実した行政サービス

庁内

市内

1

W（弱み）

2

W（弱み）

3

W（弱み）

4

W（弱み）

5

W（弱み）



1.3.2-4

WW

水道に関わる諸手続き
のＩＴ化が進まない

施設が多く無駄や管理
費がかかっている

公共施設が多いため、維
持管理費及び補修費が
かかる

施設及びその運用費の増加

市役所庁舎が震災に耐
えられない

市庁舎の老朽化

庁舎がせまい

収納スペースがない

職場環境の悪化

施設環境の悪化

職場の環境が悪く、労働
者の意欲を削ぐ
（特に本庁舎）

ＩＴ化の遅れ

情報化への対応の遅れ

ＩＴ化があまり進んでいな
い
双方向コミュニケーション
のＩＴ化が遅れている

ＩＴ化により、機器のトラブ
ルがあると業務ができな
い

庁内イントラで利用して
いるアプリが使いにくい

庁舎が分散している

庁内

水道に関わる諸手続き
のＩＴ化が進まない

施設が多く無駄や管理
費がかかっている

公共施設が多いため、維
持管理費及び補修費が
かかる

施設及びその運用費の増加

市役所庁舎が震災に耐
えられない

市庁舎の老朽化

庁舎がせまい

収納スペースがない

職場環境の悪化

施設環境の悪化

職場の環境が悪く、労働
者の意欲を削ぐ
（特に本庁舎）

ＩＴ化の遅れ

情報化への対応の遅れ

ＩＴ化があまり進んでいな
い
双方向コミュニケーション
のＩＴ化が遅れている

ＩＴ化により、機器のトラブ
ルがあると業務ができな
い

庁内イントラで利用して
いるアプリが使いにくい

庁舎が分散している

庁内

職員のレベル低下

組織間のコミュニケーション・連携不足

医療と福祉の連携が十
分でない

部署が増えることにより、
部署間のやりとりが難し
くなっている

組織横断的な連携がな
い

組織間でのコミュニケー
ションが不足している

業務が細分化されていて、
あまり連携がとれていな
い

より良い仕事をするため
に他課へ働きかける機
運がない

職員数が多く、連携が取
りづらい

情報共有・意思疎通が不十分

職員上下間の意志疎通
が図れていない

縦割組織で動きが遅い

トップのビジョンが全職員
に浸透していない

職種間での意思統一及
び情報共有が不足してい
る

情報が統一されていない

職員の意思が統一され
ていない

組織間の意思決定プロ
セスが不透明

学校を基軸とした良好な
ネットワークを構築しよう
とする意識が教育委員
会内部で希薄

市長の職員への気配り

市の全体目標があれもこ
れも（緑、潤い、人、いき
いき、新産業文化都市）
で分散し、各部課で事務
を進める上で、何を目標
にすればいいのか、数値
化やわかりやすい目標
が設定できない職場のス
トレスと全体的な目標が
達成されているかわから
ない
今後の高齢者医療に対
する見通しが持てていな
い

合併問題が控えている

専門性が高いため、職員
異動においてが弱み

均等な年齢構成になって
いない職員の高齢化

人材の適材適所、人員
の適正化があまり行わ
れていない

時間外勤務が多い職員
が偏っている

救急外来の医師や看護
師が忙しすぎる

業務量と職員数の不均
衡

人口の割りに保健師が
少ないが、増員できない

職員の配置が悪く十分
機能していない

業務量が多く考える時間
がない

業務が増えるが職員の
数は追いつかない

所署は多いが職員の配
置人数が少ない

仕事は減っていないのに
職員、時間外を減らさな
ければならない

現業職の業務の見直し
が進まない

組織間を跨ぐ業務の増
加

職員間のレベルの差

インターネットを見てばか
りで仕事をしていない職
員がいる

頭が固い職員が多い

公の担い手としての意識
が低い職員がいる

より良い仕事をしようとす
る姿勢より最低限の結果
で良しとする職員が多い

仕事をやる人とやらない
人がはっきりしている

精神的に弱い職員がい
る

その場しのぎで業務にあ
たるため、後任の職員が
困ることが多い

上司が上司へ説明に行
かない

ＩＴ推進に対する積極性
がない

立場上、市民よりも上に
立てない立場にある

職員の評価制度の不備

業務量の増加と人材不足

男女共同参画の意味を
知らない人が多い

自己啓発の取り組み意
識が低いため、意識改革
が図れない

教師の資質向上が遅れ
ている

前例しか参考にしない人
が多い

職員の評価基準が曖昧

職員のモチベーションを
上げるための制度等の
不足

地方分権、市民のニーズ
増加による業務増に対す
る報酬ややりがい（ﾓﾁ
ﾍﾞｰｼｮﾝ）の反比例

業務に精通している人が
少ない

庁内の組織力の低下 庁内

職員のレベル低下

組織間のコミュニケーション・連携不足

医療と福祉の連携が十
分でない

部署が増えることにより、
部署間のやりとりが難し
くなっている

組織横断的な連携がな
い

組織間でのコミュニケー
ションが不足している

業務が細分化されていて、
あまり連携がとれていな
い

より良い仕事をするため
に他課へ働きかける機
運がない

職員数が多く、連携が取
りづらい

情報共有・意思疎通が不十分

職員上下間の意志疎通
が図れていない

縦割組織で動きが遅い

トップのビジョンが全職員
に浸透していない

職種間での意思統一及
び情報共有が不足してい
る

情報が統一されていない

職員の意思が統一され
ていない

組織間の意思決定プロ
セスが不透明

学校を基軸とした良好な
ネットワークを構築しよう
とする意識が教育委員
会内部で希薄

市長の職員への気配り

市の全体目標があれもこ
れも（緑、潤い、人、いき
いき、新産業文化都市）
で分散し、各部課で事務
を進める上で、何を目標
にすればいいのか、数値
化やわかりやすい目標
が設定できない職場のス
トレスと全体的な目標が
達成されているかわから
ない
今後の高齢者医療に対
する見通しが持てていな
い

合併問題が控えている

専門性が高いため、職員
異動においてが弱み

均等な年齢構成になって
いない職員の高齢化

人材の適材適所、人員
の適正化があまり行わ
れていない

時間外勤務が多い職員
が偏っている

救急外来の医師や看護
師が忙しすぎる

業務量と職員数の不均
衡

人口の割りに保健師が
少ないが、増員できない

職員の配置が悪く十分
機能していない

業務量が多く考える時間
がない

業務が増えるが職員の
数は追いつかない

所署は多いが職員の配
置人数が少ない

仕事は減っていないのに
職員、時間外を減らさな
ければならない

現業職の業務の見直し
が進まない

組織間を跨ぐ業務の増
加

職員間のレベルの差

インターネットを見てばか
りで仕事をしていない職
員がいる

頭が固い職員が多い

公の担い手としての意識
が低い職員がいる

より良い仕事をしようとす
る姿勢より最低限の結果
で良しとする職員が多い

仕事をやる人とやらない
人がはっきりしている

精神的に弱い職員がい
る

その場しのぎで業務にあ
たるため、後任の職員が
困ることが多い

上司が上司へ説明に行
かない

ＩＴ推進に対する積極性
がない

立場上、市民よりも上に
立てない立場にある

職員の評価制度の不備

業務量の増加と人材不足

男女共同参画の意味を
知らない人が多い

自己啓発の取り組み意
識が低いため、意識改革
が図れない

教師の資質向上が遅れ
ている

前例しか参考にしない人
が多い

職員の評価基準が曖昧

職員のモチベーションを
上げるための制度等の
不足

地方分権、市民のニーズ
増加による業務増に対す
る報酬ややりがい（ﾓﾁ
ﾍﾞｰｼｮﾝ）の反比例

業務に精通している人が
少ない

庁内の組織力の低下 庁内

財源不足

その業務のやり方（職員、
パート、派遣、再任用、
事業費（内部）、委託）が
適正に組み合わさり仕事
が進められておらず、コ
スト意識が欠如している

人口増加による税収アッ
プ以上にサービスにかか
る費用等先行き不安

建築による市債の増加

水道料金未収金の回収
が進まない

公営競技や税収等の収
入の減少

予算の関係で工事が分
割されることが多い

予算減少により資器材、
車両等の更新延長

現状のサービスを維持で
きるだけの予算がない

予算が足りない財政難

財源の減少

庁内財源不足

その業務のやり方（職員、
パート、派遣、再任用、
事業費（内部）、委託）が
適正に組み合わさり仕事
が進められておらず、コ
スト意識が欠如している

人口増加による税収アッ
プ以上にサービスにかか
る費用等先行き不安

建築による市債の増加

水道料金未収金の回収
が進まない

公営競技や税収等の収
入の減少

予算の関係で工事が分
割されることが多い

予算減少により資器材、
車両等の更新延長

現状のサービスを維持で
きるだけの予算がない

予算が足りない財政難

財源の減少

庁内

住民の高齢化

人の増加により、全ての
人に細かいサービスが
行き届かなくなる

新住民のコミュニティへ
の不参加

新旧住民の仲が悪い

昔から人と新しい人との
接点の機会が少ない

住民の交流不足

町会活動が活発すぎるあ
まり転入者が町会に非加
入で、ゴミ捨てトラブルが
多い

マンションの林立等によ
る新住民を受け入れる体
制が整っていない他市から流入してきた人

が多く、川口市に暗い

一部の住民のみに市政
参加がされている

町会・特定団体とのしが
らみがある

子育ての支援が不十分

西川口近辺での産業従
事者の子が劣悪な子育
て環境にある

これからの若い人がどん
どん流入してくるのに、託
児所の数が少なく、サー
ビスが悪い

共働きを支援するシステ
ムがない

共働きを支援するシステ
ムがない

待機児童が多い

危ない保育所がある

夜間の客待ち・違法ビラ
配り等による住環境の悪
化

違法エステ等の増加

治安の悪化

環境上問題のある汚水
を川へ平気で流す家庭
や工場が多い

市の環境（生活）が悪化
している

環境の悪化

西川口を中心に外国人
犯罪が増加

外国人登録が多い

今後増加する高齢者対
策が課題となる

高齢者を積極的に外に
出す機会・活動が少ない

高齢者の支援が不十分

大水害に対するリスクマ
ネジメントがトータルで整
備されていない

市域によって雨水対策に
大差がある

災害対策の不備

医師会の要望に応じられ
ないことがある

防犯面で立ち遅れている

西川口やオートレースで
怖い人がウロウロしてい
る

犯罪が多い

住民の移動が激しく、定
住の意思が無く、地域の
ことを考えない人間が多
い

犯罪の増加による治安
の悪化及びマナー・モラ
ルの低下

暮らしにくい環境 市内

住民の高齢化

人の増加により、全ての
人に細かいサービスが
行き届かなくなる

新住民のコミュニティへ
の不参加

新旧住民の仲が悪い

昔から人と新しい人との
接点の機会が少ない

住民の交流不足

町会活動が活発すぎるあ
まり転入者が町会に非加
入で、ゴミ捨てトラブルが
多い

マンションの林立等によ
る新住民を受け入れる体
制が整っていない他市から流入してきた人

が多く、川口市に暗い

一部の住民のみに市政
参加がされている

町会・特定団体とのしが
らみがある

子育ての支援が不十分

西川口近辺での産業従
事者の子が劣悪な子育
て環境にある

これからの若い人がどん
どん流入してくるのに、託
児所の数が少なく、サー
ビスが悪い

共働きを支援するシステ
ムがない

共働きを支援するシステ
ムがない

待機児童が多い

危ない保育所がある

夜間の客待ち・違法ビラ
配り等による住環境の悪
化

違法エステ等の増加

治安の悪化

環境上問題のある汚水
を川へ平気で流す家庭
や工場が多い

市の環境（生活）が悪化
している

環境の悪化

西川口を中心に外国人
犯罪が増加

外国人登録が多い

今後増加する高齢者対
策が課題となる

高齢者を積極的に外に
出す機会・活動が少ない

高齢者の支援が不十分

大水害に対するリスクマ
ネジメントがトータルで整
備されていない

市域によって雨水対策に
大差がある

災害対策の不備

医師会の要望に応じられ
ないことがある

防犯面で立ち遅れている

西川口やオートレースで
怖い人がウロウロしてい
る

犯罪が多い

住民の移動が激しく、定
住の意思が無く、地域の
ことを考えない人間が多
い

犯罪の増加による治安
の悪化及びマナー・モラ
ルの低下

暮らしにくい環境 市内

委託化が十分可能な業
務の委託化の進捗が遅
い

駅前開発等、無駄な事業
が多い

事業のまんねり

無駄な事業の実施

事業に優先順位がつけ
られている？

市全体の事業の優先順
位がつけられていない
（枠配一律-10%）

事業の優先順位が曖昧

職員が発注・監督するの
で、工事価格を下げられ
ない（民間委託ならもっと
厳しい価格をつけるは
ず）

内部が設計・監理をする
ため、市内業者との馴れ
合いが進み、なあなあな
工事がはびこる

自前で設計するため、新
しい流れに乗るのが遅れ
る（外部設計によるリフ
レッシュが必要）

委託化の遅れ

行政、警察業務の線引き
が難しい

上位法律が難解である

精神科医療の整備が十
分にできていない

下水道未整備地区の対
応

道路等の未整備

諸事業の未整備

新しいニーズが全て反映
されていない所がある

個々の業務が時代の
ニーズに合わないものが
ある

ニーズへの未対応

庁舎が離れていてしかも
市民にわかりづらい

業務が細分化されている
ため、市民が利用しにく
い

窓口が混んでいる窓口を一本化できていな
い

窓口のサービスレベルの低下

西川口周辺住民から治
安悪化の苦情が多く寄
せられている

町会役員からの苦情処
理が増えてきている
（防犯活動の協力に対し
て）

苦情の増加

非効率的な事業と市民満足度の低下

住民からの要望に対して
予算削減から物での対
応は困難

財源不足から市民の声
を市政に反映しづらい

市民ニーズに対する財
政不足

建築による市債の増加
による住民負担増

新しい技術・材料・導入
で情報が限られ、不足

専門性の高さによる周辺
地域の理解が低下

市民への情報提供不足

市民に情報が行き届か
ない

庁内

従来の常識から予想もさ
れないニーズが生まれる

委託化が十分可能な業
務の委託化の進捗が遅
い

駅前開発等、無駄な事業
が多い

事業のまんねり

無駄な事業の実施

事業に優先順位がつけ
られている？

市全体の事業の優先順
位がつけられていない
（枠配一律-10%）

事業の優先順位が曖昧

職員が発注・監督するの
で、工事価格を下げられ
ない（民間委託ならもっと
厳しい価格をつけるは
ず）

内部が設計・監理をする
ため、市内業者との馴れ
合いが進み、なあなあな
工事がはびこる

自前で設計するため、新
しい流れに乗るのが遅れ
る（外部設計によるリフ
レッシュが必要）

委託化の遅れ

行政、警察業務の線引き
が難しい

上位法律が難解である

精神科医療の整備が十
分にできていない

下水道未整備地区の対
応

道路等の未整備

諸事業の未整備

新しいニーズが全て反映
されていない所がある

個々の業務が時代の
ニーズに合わないものが
ある

ニーズへの未対応

庁舎が離れていてしかも
市民にわかりづらい

業務が細分化されている
ため、市民が利用しにく
い

窓口が混んでいる窓口を一本化できていな
い

窓口のサービスレベルの低下

西川口周辺住民から治
安悪化の苦情が多く寄
せられている

町会役員からの苦情処
理が増えてきている
（防犯活動の協力に対し
て）

苦情の増加

非効率的な事業と市民満足度の低下

住民からの要望に対して
予算削減から物での対
応は困難

財源不足から市民の声
を市政に反映しづらい

市民ニーズに対する財
政不足

建築による市債の増加
による住民負担増

新しい技術・材料・導入
で情報が限られ、不足

専門性の高さによる周辺
地域の理解が低下

市民への情報提供不足

市民に情報が行き届か
ない

庁内

従来の常識から予想もさ
れないニーズが生まれる

立地の悪さと人口の流出

都心に近すぎる都とさいたま市の狭間の
環境の中での特色作り
が見えない

市域の大きさに比べて鉄
道、高速、国道などのア
クセスが良い所と悪い所
の差が激しい

昼間人口の流出

市域外を市域の中心に
抱えている

買い物客が他市区に流
出している

利便性において、地域格
差が大きい

JRダイヤ、電車本数の
不足

鉄道が市域の外周にあ
る

東部地区の公共交通機
関の便が悪い

公園が少ない

水道の自給率が低い

定員数の限界による受
入限界

大きな施設が少ない

保健センターが市の端に
ある

市内に火葬場が無い

市内に葬祭場が無い

公共施設の不足交通の便の格差

都市計画の不備・格差

高い建物が多い 鋳物工場が閉鎖し、マン
ションが急増し、人が増
え車も増えた

街の景観をあまり考慮し
ていない都市開発

ビル、マンションが乱立し
ている
街並みを意識していない
開発計画

地区による開発施策の
格差

都市計画に画一性がなく
乱雑である

いまだ産業の主力として
鋳物、倉庫業に支えられ
ているものの、これから
川口が他地域との差別
化を図れる産業が育ち
きっていない

調整区域のため、新井宿
駅周辺の整備が進まな
い

学校を基軸とした良好な
ネットワークを構築しよう
とする意識が地域によっ
て異なる

区画整理を事業決定で
きない地区がある

住宅開発が急速に進み、
道路や環境整備が間に
合わない地区がある

都市計画の方針が明確
でなく、雑然としている

目的や人口、産業ﾎﾞﾘｭｰ
ﾑをきちんと分析せず、
川口駅前のみ再開発等
積極的に支援している

交通渋滞の日常化

交通網が十分に整備さ
れていない地域が広範
囲に及ぶ

園外活動の場所が限定
される

公共施設が不足している

地域によっては病院が極
端に少ない所がある

鋳物工場の減少

伝統産業が衰退している

鋳物業の空洞化

今一つ構成を持たない商
店街

地場産業の衰退納税額の減少

地価が周囲より低いので
低所得者が集まりやすい

市内全体的に低所得者
が多い

税の滞納者が多い

中小企業が多い

市のアピールの中途半
端さ

「鋳物の街」という川口市
のイメージ

農業・市特産の衰退

都市環境の劣化と格差拡大

観光名所がない

あまりメジャーな市では
ない

海がない

街のイメージが安っぽい
（少なくとも高級住宅街の
イメージはない）

文化的事業に対する理
解が不十分

過去の経緯で改善できな
い問題がある？

都市環境の劣化と格差拡大
市内

立地の悪さと人口の流出

都心に近すぎる都とさいたま市の狭間の
環境の中での特色作り
が見えない

市域の大きさに比べて鉄
道、高速、国道などのア
クセスが良い所と悪い所
の差が激しい

昼間人口の流出

市域外を市域の中心に
抱えている

買い物客が他市区に流
出している

利便性において、地域格
差が大きい

JRダイヤ、電車本数の
不足

鉄道が市域の外周にあ
る

東部地区の公共交通機
関の便が悪い

公園が少ない

水道の自給率が低い

定員数の限界による受
入限界

大きな施設が少ない

保健センターが市の端に
ある

市内に火葬場が無い

市内に葬祭場が無い

公共施設の不足交通の便の格差

都市計画の不備・格差

高い建物が多い 鋳物工場が閉鎖し、マン
ションが急増し、人が増
え車も増えた

街の景観をあまり考慮し
ていない都市開発

ビル、マンションが乱立し
ている
街並みを意識していない
開発計画

地区による開発施策の
格差

都市計画に画一性がなく
乱雑である

いまだ産業の主力として
鋳物、倉庫業に支えられ
ているものの、これから
川口が他地域との差別
化を図れる産業が育ち
きっていない

調整区域のため、新井宿
駅周辺の整備が進まな
い

学校を基軸とした良好な
ネットワークを構築しよう
とする意識が地域によっ
て異なる

区画整理を事業決定で
きない地区がある

住宅開発が急速に進み、
道路や環境整備が間に
合わない地区がある

都市計画の方針が明確
でなく、雑然としている

目的や人口、産業ﾎﾞﾘｭｰ
ﾑをきちんと分析せず、
川口駅前のみ再開発等
積極的に支援している

交通渋滞の日常化

交通網が十分に整備さ
れていない地域が広範
囲に及ぶ

園外活動の場所が限定
される

公共施設が不足している

地域によっては病院が極
端に少ない所がある

鋳物工場の減少

伝統産業が衰退している

鋳物業の空洞化

今一つ構成を持たない商
店街

地場産業の衰退納税額の減少

地価が周囲より低いので
低所得者が集まりやすい

市内全体的に低所得者
が多い

税の滞納者が多い

中小企業が多い

市のアピールの中途半
端さ

「鋳物の街」という川口市
のイメージ

農業・市特産の衰退

都市環境の劣化と格差拡大

観光名所がない

あまりメジャーな市では
ない

海がない

街のイメージが安っぽい
（少なくとも高級住宅街の
イメージはない）

文化的事業に対する理
解が不十分

過去の経緯で改善できな
い問題がある？

都市環境の劣化と格差拡大
市内

低下する庁内組織力と市民満足度

1
S（強み）

7

Ｏ（機会）

2
S（強み）

3
S（強み）

4
S（強み）

5
S（強み）



1.3.2-5

充実した住環境のもと強まる地域連携

OO

行財政改革の進展

財源の見直し

自主課税制度の活
用により新たな増
収が確保される機

会がある

財政状況が厳し
いので業務のあり
方を見直すには

いい機会

補助金に頼らない
運営が新たな運

営の機会

庁外

保育所運営費の
一般財源化

平成20年に施行予

定の自治基本条例、
行政プラン、この

EA事業など仕事を
全体から1つの目標

に連携していく仕組
みが進みつつある

県消防統一化の
推進

財政難であること
が業務効率化の

いい機会

緊急消防援助隊
の充実

進む制度改革

児童手当終了まで
の制度改正による

業務増大

災害対応時の統
制

9.11による郵政民

営化で公務員改
革が始まる機会

庁外

使用料の徴収等
の業務が民間委
託になっているこ

とが機会

三位一体改革の実
現により税源移譲
による自主自主事
業の選択が高まる

機会がある

医療制度改革の
動きがある

国の改革が機会

国が進める行政
改革が転機と見る

市外

保育所の民間委
託によるサービス

の向上

ミニ公募債に対す
る

市民の関心が高い
のが機会

新しい係ができる

合併による業務の
刷新が可能

他府等で福利厚生
が問題となっている
ので見直すにはい

い機会
平成の大合併に巻
き込まれていない

ので
ある意味平和

行財政改革の進展

財源の見直し

自主課税制度の活
用により新たな増
収が確保される機

会がある

財政状況が厳し
いので業務のあり
方を見直すには

いい機会

補助金に頼らない
運営が新たな運

営の機会

庁外

保育所運営費の
一般財源化

平成20年に施行予

定の自治基本条例、
行政プラン、この

EA事業など仕事を
全体から1つの目標

に連携していく仕組
みが進みつつある

県消防統一化の
推進

財政難であること
が業務効率化の

いい機会

緊急消防援助隊
の充実

進む制度改革

児童手当終了まで
の制度改正による

業務増大

災害対応時の統
制

9.11による郵政民

営化で公務員改
革が始まる機会

庁外

使用料の徴収等
の業務が民間委
託になっているこ

とが機会

三位一体改革の実
現により税源移譲
による自主自主事
業の選択が高まる

機会がある

医療制度改革の
動きがある

国の改革が機会

国が進める行政
改革が転機と見る

市外

保育所の民間委
託によるサービス

の向上

ミニ公募債に対す
る

市民の関心が高い
のが機会

新しい係ができる

合併による業務の
刷新が可能

他府等で福利厚生
が問題となっている
ので見直すにはい

い機会
平成の大合併に巻
き込まれていない

ので
ある意味平和

若い住民が多く子
育て支援を充実さ
せ特色を出すこと

が可能

他の医療機会との
連携の機会がある

小児科の夜間連
携は充実している

事業に協力してく
れる医師が多い

庁外

駅前保育、駅前図
書館など一般市
民に近いところで

の
サービス向上

好立地と充実した住環境

良好な住環境

マンション建設が盛
ん

高層住宅の増加

まだ開発できる土
地が多い

庁外

緑地等の自然が
ある

緑が多いこと

建設費の値ごな
れが進み高層建
築物が容易に立
てられるように

なった
新住民流入で下
水整備に拍車が
かかることが機会

未開発の土地が
あること

発達する交通網

地下鉄開通

鉄道、道路等交通
網の充実

交通網が発達して
きている

庁外

都心と地方をつなぐ
（交通網）道路が整

備されている

市外

市内の交通網が
良い

市外

好立地

東京と政令市の狭
間に有り埋没する

危険がある

都心に近い

新都心に近い

市外

さいたま市が発展
すれば川口も発

展する

保険福祉の充実

若い住民が多く子
育て支援を充実さ
せ特色を出すこと

が可能

他の医療機会との
連携の機会がある

小児科の夜間連
携は充実している

事業に協力してく
れる医師が多い

庁外

駅前保育、駅前図
書館など一般市
民に近いところで

の
サービス向上

好立地と充実した住環境

良好な住環境

マンション建設が盛
ん

高層住宅の増加

まだ開発できる土
地が多い

庁外

緑地等の自然が
ある

緑が多いこと

建設費の値ごな
れが進み高層建
築物が容易に立
てられるように

なった
新住民流入で下
水整備に拍車が
かかることが機会

未開発の土地が
あること

発達する交通網

地下鉄開通

鉄道、道路等交通
網の充実

交通網が発達して
きている

庁外

都心と地方をつなぐ
（交通網）道路が整

備されている

市外

市内の交通網が
良い

市外

好立地

東京と政令市の狭
間に有り埋没する

危険がある

都心に近い

新都心に近い

市外

さいたま市が発展
すれば川口も発

展する

保険福祉の充実

人材
専門的な技術者
が公私とも切磋琢
磨できることが機

会

若い人で才能のあ
る人が増えている

パート職員に市職
員より優秀な方が

多くいる

人口増加と豊富な人材

優秀な人材が入
所したいと希望し

ている

庁外 人口

人口が増加してい
る

流入者が多く市財
政が潤う

市外人材
専門的な技術者
が公私とも切磋琢
磨できることが機

会

若い人で才能のあ
る人が増えている

パート職員に市職
員より優秀な方が

多くいる

人口増加と豊富な人材

優秀な人材が入
所したいと希望し

ている

庁外 人口

人口が増加してい
る

流入者が多く市財
政が潤う

市外

活性化される地元産業

他職種との出会い

がある

事業をするための
場（公民館など）

が多い

新たな開発による

活性化が機会

庁外

流通業務施設の

集積
経済が活性化しつ

つある

景気の回復のき
ざし

外部の人々に業
務内容を理解して

もらえる機会

新しい産業の発

展性がある

市外

ランドマーク的な施
設の整備がなされ

た

Skipシティなど先

進投資による未来
の川口氏のイメー
ジアップへの期待

大規模工場跡地
の開発

産業の存続

文化と産業の共生

新たな産業の核
が生まれてきてい

る

大型店の進出

地価、物価が安い

活性化される地元産業

他職種との出会い

がある

事業をするための
場（公民館など）

が多い

新たな開発による

活性化が機会

庁外

流通業務施設の

集積
経済が活性化しつ

つある

景気の回復のき
ざし

外部の人々に業
務内容を理解して

もらえる機会

新しい産業の発

展性がある

市外

ランドマーク的な施
設の整備がなされ

た

Skipシティなど先

進投資による未来
の川口氏のイメー
ジアップへの期待

大規模工場跡地
の開発

産業の存続

文化と産業の共生

新たな産業の核
が生まれてきてい

る

大型店の進出

地価、物価が安い

地域連携の強化

新住民流入による
活性化が機会

住民参加が機会

高まる市民マインドによる地域連携の強化

ボランティア活動
が活発で川口市
の名前を広める

庁外 市外

町会長が居る

新しいコミュニティ
の活動化が図ら

れる

防犯活動を通して
地域のつながりが

強くなる

市民マインドの高まり

利用者が健康的
な生活を充足でき

る機会

若い新しいアイデ
アが出る可能性

がある

庁外 市外

新しい考えを持つ
住民が増えている

どこからきたかを
聞かれて川口と答
えるとキューポラ
から会話が始まる

少子化の中、児
童・生徒が増加し
ていることにより、
市への定住意識、
愛着をはぐくむこ

とができる世界への市のア
ピール 職員、利用者が豊

な時間を皆で共有
できる機会

市のアピール素
材の確立

人口増加により
様々な知識、経験
をもった市民が増

加している

地域連携の強化

新住民流入による
活性化が機会

住民参加が機会

高まる市民マインドによる地域連携の強化

ボランティア活動
が活発で川口市
の名前を広める

庁外 市外

町会長が居る

新しいコミュニティ
の活動化が図ら

れる

防犯活動を通して
地域のつながりが

強くなる

市民マインドの高まり

利用者が健康的
な生活を充足でき

る機会

若い新しいアイデ
アが出る可能性

がある

庁外 市外

新しい考えを持つ
住民が増えている

どこからきたかを
聞かれて川口と答
えるとキューポラ
から会話が始まる

少子化の中、児
童・生徒が増加し
ていることにより、
市への定住意識、
愛着をはぐくむこ

とができる世界への市のア
ピール 職員、利用者が豊

な時間を皆で共有
できる機会

市のアピール素
材の確立

人口増加により
様々な知識、経験
をもった市民が増

加している

整備の進むIT基盤

町会単位等で防災
システムを作ろうと
する意識があるの

が機会

地域でＩＴが進んで
いる

イントラ環境が整
備された

庁外

電子入札の全国
的な拡大が機会

情報化（ＩＴ）の促進

市外

デジタル化のさら
なる進化

家庭でのＩＴ環境
整備が進んでいる

整備の進むIT基盤

町会単位等で防災
システムを作ろうと
する意識があるの

が機会

地域でＩＴが進んで
いる

イントラ環境が整
備された

庁外

電子入札の全国
的な拡大が機会

情報化（ＩＴ）の促進

市外

デジタル化のさら
なる進化

家庭でのＩＴ環境
整備が進んでいる

6

Ｗ（弱み）

9
Ｔ（脅威）

7

8
Ｔ（脅威）



1.3.2-6

環境の悪化と市民意識の変化

TT

庁内資源の不足

人員減少

人員不足

中堅職員の
経験不足

庁外

“ダンカイ”世代の
退職

三位一体改革に
より、補助金・交
付金が削減される

ことが脅威

オート人気にかげ
り

市民向けの補助
金を利用した業者

が出てきた

補助金の縮減が脅

威

予算不足

歳入減少

システムの老朽化

庁内資源の不足

人員減少

人員不足

中堅職員の
経験不足

庁外

“ダンカイ”世代の
退職

三位一体改革に
より、補助金・交
付金が削減される

ことが脅威

オート人気にかげ
り

市民向けの補助
金を利用した業者

が出てきた

補助金の縮減が脅

威

予算不足

歳入減少

システムの老朽化

市場の動向

産業の空洞化

伝統産業の流出

商業等の衰退
による地域の地
盤沈下が脅威

大企業の市外
への流出

地場産業の衰
退

ベッドタウン化
による産業の衰

退

産業が空洞化
（地場産業が

少ない）

市場の変化

景気の悪化

原油価格の値
上がり

経済が安定し
ていない

経済活性化に
よる物価の上

昇

市内の動向の
先が見えない

市外

技術の進歩

デジタル化の
万人への普及

家庭でのIT化
による児童・
生徒の人的コ
ミニュケーショ
ンスキルの低

下

市場の動向

産業の空洞化

伝統産業の流出

商業等の衰退
による地域の地
盤沈下が脅威

大企業の市外
への流出

地場産業の衰
退

ベッドタウン化
による産業の衰

退

産業が空洞化
（地場産業が

少ない）

市場の変化

景気の悪化

原油価格の値
上がり

経済が安定し
ていない

経済活性化に
よる物価の上

昇

市内の動向の
先が見えない

市外

技術の進歩

デジタル化の
万人への普及

家庭でのIT化
による児童・
生徒の人的コ
ミニュケーショ
ンスキルの低

下

市民意識の向上

コンビニエンススト
ア並みの便利さを
希望する市民の

増加

急速に変化する市民意識

市民の要望等の
多様化・複雑化

庁外

住民意識の向上

市民の権利意識
の増大

文化に対する支
援

コミュニティの希薄化

新住民の市への
愛着がとぼしい

市民の義務感の
低下

庁外

賃貸住宅などでは
隣に住む人さえ誰
だか分からない
（転入・転出が多

い）

若者にとって古臭
いイメージがある

世論の圧力

公務員の人数を
減らせという世論

無責任の（職員）

庁外

給料を引き下げろ
という世論

世論の圧力

市の職員は色々
な分野で優遇を受
けていると言われ
ていることが脅威

職員の評価が正
しくされないこと

が脅威

市外 市民意識の向上

新住民の流入に
より新たな風土が

生まれる

市外 市民意識の低下

多様性、個性の
尊重が個人主義
の増長につなが
りコミュニケーショ
ンを阻害する（い
じめ、不登校）

市外

円滑なコミュニ
ケーションを阻害
する個人主義的
意見を発する（専
門的見地から）

市域活動に無関
心になっている

都心に勤める
人々が、何となく
川口に住んでい
るというケース

教育への関心の
低さが脅威

市民意識の向上

コンビニエンススト
ア並みの便利さを
希望する市民の

増加

急速に変化する市民意識

市民の要望等の
多様化・複雑化

庁外

住民意識の向上

市民の権利意識
の増大

文化に対する支
援

コミュニティの希薄化

新住民の市への
愛着がとぼしい

市民の義務感の
低下

庁外

賃貸住宅などでは
隣に住む人さえ誰
だか分からない
（転入・転出が多

い）

若者にとって古臭
いイメージがある

世論の圧力

公務員の人数を
減らせという世論

無責任の（職員）

庁外

給料を引き下げろ
という世論

世論の圧力

市の職員は色々
な分野で優遇を受
けていると言われ
ていることが脅威

職員の評価が正
しくされないこと

が脅威

市外 市民意識の向上

新住民の流入に
より新たな風土が

生まれる

市外 市民意識の低下

多様性、個性の
尊重が個人主義
の増長につなが
りコミュニケーショ
ンを阻害する（い
じめ、不登校）

市外

円滑なコミュニ
ケーションを阻害
する個人主義的
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（大宮）との通過

点
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される中、求めら
れる自主性、自
立性に対応でき
るかが脅威

さいたま市

さいたま市の方に
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政令市と東京都

の
はざ間の立地条

件

市の制度改革

政変により、市の
政策が長期で考
えられないという

脅威

合併が進んでいる
ので、取り残される

ような感じ
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に

進んでいる
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施設外での病
気等が脅威

若年層の正社
員化が進まない
（少子化助長）

相続・後継者問題
等、農業経営の維

持

高齢化社会・少子
化時代の対応

施設外でのまとま
り困難（迷子等）

が脅威

人口の空洞化（将
来）

町会等、協力的な
団体の高齢化

医療費等を必要と
する高齢者の増

大
児童数の低下に
よる空き教室の増
加で、経費負担増

高齢者の保険事業
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地域環境の悪化と災害への不安

マンション増加による人口増加

マンション住
民の急増

庁外
高層住宅
が増えるこ
とによって
の将来不

安
一部地域だ
けの人口増

環境悪化庁外

ゴミが増加し
ている

訳の分からな
い外国人が多
数いることが

脅威

地域開発の遅れ
地域によっ
て利便さに
差が出てい

る

庁外

公共施設の
老朽化

建築物の老
朽化

未整備の道
路、下水、ガ
ス管が多く
残っている
地域間格差
が鮮明に

なってしまう
（インフラ整

備等）

災害への不安

水害の緊急
時における
業務体制の
確立ができ
るかが脅威

庁外

災害時に
本庁が一
番ダメージ
をうけるこ

と
水害に対す
る危機管理
で市長に怒
られるたこと

が脅威

水害

マンション
が増えるこ
とによる学
校の不足
が脅威開発業者

今建ってい
るマンショ
ン等が老
朽化したと
き、人口流

動等

環境の悪化
風俗産

業
拠点

油を平気
で下水に
流すラーメ
ン屋のこと
なかれ、自
分勝手が

脅威

地球温暖
化

川口＝西
川口の歓
楽街のイ
メージが強

い

緑が減っ
ている

ゴミが増え
る

処分量の
減少

テロ

都心に近いことの理
由による外国人（治
安意識の低い）、生
活保護者等の今後
のいっそうの他地域
からの流入増加

人口の増加に伴
い犯罪も増える

地域開発の遅れ

都内を比
較して整備
率が低い

計画のな
い開発

まちづくり
の独自性
がとぼしい

農地の利
用

無計画な
開発が増
えているこ

と

市外

市外

災害への不安
市外

降雨による水
害に対する防
災意識の弱い
ことが脅威

水害による床
上浸水、床下
浸水が起きた
ことが脅威

大規模災害
の発生

人口増による財政負担の増
加が脅威 インターネット

犯罪の増加

マンションの
増加

地域間の
人口構造

の差

景観問題

これまでにな
い犯罪の増

加

地域環境の悪化と災害への不安

マンション増加による人口増加

マンション住
民の急増

庁外
高層住宅
が増えるこ
とによって
の将来不

安
一部地域だ
けの人口増

環境悪化庁外

ゴミが増加し
ている

訳の分からな
い外国人が多
数いることが

脅威

地域開発の遅れ
地域によっ
て利便さに
差が出てい

る

庁外

公共施設の
老朽化

建築物の老
朽化

未整備の道
路、下水、ガ
ス管が多く
残っている
地域間格差
が鮮明に

なってしまう
（インフラ整

備等）

災害への不安

水害の緊急
時における
業務体制の
確立ができ
るかが脅威

庁外

災害時に
本庁が一
番ダメージ
をうけるこ

と
水害に対す
る危機管理
で市長に怒
られるたこと

が脅威

水害

マンション
が増えるこ
とによる学
校の不足
が脅威開発業者

今建ってい
るマンショ
ン等が老
朽化したと
き、人口流

動等

環境の悪化
風俗産

業
拠点

油を平気
で下水に
流すラーメ
ン屋のこと
なかれ、自
分勝手が

脅威

地球温暖
化

川口＝西
川口の歓
楽街のイ
メージが強

い

緑が減っ
ている

ゴミが増え
る

処分量の
減少

テロ

都心に近いことの理
由による外国人（治
安意識の低い）、生
活保護者等の今後
のいっそうの他地域
からの流入増加

人口の増加に伴
い犯罪も増える

地域開発の遅れ

都内を比
較して整備
率が低い

計画のな
い開発

まちづくり
の独自性
がとぼしい

農地の利
用

無計画な
開発が増
えているこ

と

市外

市外

災害への不安
市外

降雨による水
害に対する防
災意識の弱い
ことが脅威

水害による床
上浸水、床下
浸水が起きた
ことが脅威

大規模災害
の発生

人口増による財政負担の増
加が脅威 インターネット

犯罪の増加

マンションの
増加

地域間の
人口構造

の差

景観問題

これまでにな
い犯罪の増

加

8
Ｏ（機会）

9
Ｏ（機会）


